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真珠貝殻に含まれる色素
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真珠 畏穀に含まれる色素

(Uroporphyrin -1 -rnethylester) 

この色素は翼珠貝の51;設の稜府の部分に合まれているもので、 lOkgの

R殻より 30mg程とれます。ものは、クロポーフイリシ・1-メチーノレエス

テノレです。これは紫外線にあうと美しい血のような盛光を発します。翼珠、

特に-r!iJ易価値のあるものにはこの色素がほとんど含まれていませんので、

立珠の色とは無関係の色おだと思います。 当初はこの色wiと哀珠の色と

が関係あるものと思って研究したのですが日

尚この色素と同じようにして!l1てくる(長1111¥されること)色素に赤、赤

紫、貨のものがありますが、f"Tれも写漢の色素に非常に近い親類のよう

なものです。尚この色京の結品の色 ~c土赤褐色です。 2 枚の写翼の安f1くね

品形の異ったようにみえるのは、間じクロロブオノレム溶液から結品させ

ても、濃度が~うとこのようになります。①の場合はうすい溶液よりゆ

っくりと結晶させたものO ②の場合は比較的濃度の高いものから早く結

1171ざftt::時のものです。



大村産の真珠貝と大村湾へ移殖後約1ヶ年を

経過した三重産の殻形の比較について※

太 田 繁

(国立真珠祈究所大村支所)

我々が水産増殖の立場から貝などの種苗を移殖する際に、見るからに成長の

悪い様な姿のものがあり、これが果して同一韓類のものかどうかと迷うことが

ありますが、種や品種がどうであるかと言うようなことは一応この道の専門家

にまかすとしても、この様なものは出来る丈け避ける様にしています。

さて、真珠貝にも大村産と三重産を比較した際にこの様なことが言えるかど

うか、昨年支所で試験をした結果に基き考えを述べてみたいと思います。

尚予めお断りしておき度いことは、この試験は、標題の通り大村湾における

採苗貝と三重県(多徳島)で採留した貝を大村、 }II内、横瀬で同じ様な条件の

下で会100個づっ計600個を養殖した=白4月至11月=結果についての比較で、大

村湾の天然貝や養殖民と三重県におけるそれ等と比較したものではないという

ことです。

お試験開始当初の大きさは、分り易い様に目方で示しますと、大村産が約1.400

掛り、三重産は約1.380掛りで、三重産が僅かに重いものでしたが、見掛け上

の大きさは、大村産が少し大きく見えました。このことは、皆さんが大村産は

三重産に比べて厚みが薄いといわれることの正しさを示すものであります。

試験は、毎月1回づっ測定しながら行いましたが、途中の経過は省略して、最

後の取揚げの際の大きさを比較した結果は次の様になりました。ヌIJち、各試験

地とも殻長、殻高、穀口1は大村産が大きく、重さも大村産は約130掛り(平均

7.6匁)で、三重産の約 150掛り(平均6.7匁)に比べて試験終了の際は当初と

は逆に大村産が重くなっています。

挿核に際じて主として問題になるのは貝の厚みで、この点については大村産

が大きくなっていたから三重度に比べて決して遜色はないと思います。それで

も、 2つの貝を比べて厚いとか薄いと言う場合には、「なんとなく」厚いとか薄

いと言う感じがするもので、これは「貝の大きさの割りに」と言う観念がある

からでしょう。それで今かりに殻巾(貝の厚み)を殻長で割ったもの、即ち設

※「しんじゅ」第13号より
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巾/殻長の数値の平均を比較して見ますと、各試験地ともハツキリ三重産が大

きいとは言いきれませんが、大村産に比較して僅かに大きい傾向がうかがわれ

ます。こんな点からも三重産が厚みがあると言われた原因の一つがらるのでは

ないで‘しょうか。しかしこれとても試験開始の際の目方について、さきに述べ

ました様に当初は大付産と三重!主の間には素人にも容易に分る位の支があった

のが、養殖中に段々差が小さくなって米たもので、このま L試験を続ければ、

見掛け上の厚みの走もなくなるものと考えられます。事実試験終了近くなった

10月頃からは、私達には外見上の区別は全く出来なくなり、能につけた様識だ

けが区分の頼りでありました。なお試験の初期には、殻皮の鱗Jt肢の突起から

の区別も容易でしたが、この点も識別が困難になりました。

以上は貝殻の形についてでありますが、この他に大村庄は三重産に比較して

貝殻だけで内容が充実していないとの戸もしばしば開くことがありますので、

これについて、大村試験地で前記試験に使用した貝(各10倒的について1偲づ

っの肉の重量を貝殻の重量で割った数、即ち生肉量/殻重の数値の平均を問者に

ついて比較して見ますと、大村産は約1.00で(肉の重さと殺の重さがほぼ同じ

である)、三重産は 0.96(殻の重さが肉の重さよりや L重い)となり、むしろ

大村産の方が内容が充実している位でした。(大村康の1.00と三重産の0.96は、
統計学的には問者にはハツキリした業があると言うことが出来ません。)

以上は試験の結果でありますが、私の浅い経験によりますと、 Z主珠員は魚、の

養殖の場合などと違い、同じ様な環境の下では特定の貝がどんどん成長して行

く、いわゆるトビの現象は殆んど見られず、ほぼ平均して成長しますが(勿論

多少の差はありますが)、それ丈けに又環境の良し奮しで非常な差があります。

(極く手近な例として、養殖寵の日を附着物で殆んど閉じて水の交流を悪くし

た場合等)。三重産を移殖した場合も、同じ漁場では、大村産との成長の差は

主として管理方法の差によるのではないでしょうか。三重の貝は真珠養殖の本

場である伊勢からハノレパノレ旅をして来た貝だなどとあまり感情的にならずに、

皆さん今一度だけ大村の貝を同じ様に可愛がって見て下さい。

例え三重産と大村産の聞に差はあっても、その差は間じ大村産の採苗貝と天

然貝の間に見られる程の差でないこと丈は絶針です。

この試験は、大村、三重産の殻形についての比較でしたが、今後は最も大切

な「巻きJの比較をし、その結果によって優良母貝に関する研究を進めたいと

考えています。終りに当り御協力を賜わりました岩永、沖田両氏に厚く感謝の

意を表します。

司
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中国、九州の真珠養殖業雑感 (2)※

長 崎 県 の 巻

~品 山 活 夫

(国立真珠研究所)

長崎県での仕事は長崎県哀珠養殖漁業協同組合の主催で翼珠養殖に関する講

演会が大村市で開催される事になりましたので、三重の真珠研究会の横瀬幹事

と布施回の田辺、凶畑の悶氏に小生がお伴をして三重の真珠養殖技術の紹介を

兼ねてお互に技術の公開討論をする事でした。 3月2日大村1]1に到着しましたが、

かなりの大雪で余り雪崇色を見た事のない私共一行には最大の歓迎の印であっ

たのかも知れませんO

3日は雪もおさまり比較的暖い日でしたが、会場となった向陽高等学校の講

堂には午前10時の定刻には140-150人の関係者が参集しており、三重の研究会

で講演づれのしている一行強者共もいさ Lかおそれをなしたわけです。

講演会は定刻 10時から午後4時過ぎまで殆んど休憩なしに続けられましたが、

田畑さんや回辺さんの三重の技術の紹介のあと質疑応答が熱心に行われました

が地元の人々の関心は主として海事作業関係にあった様に感じられました。

この額向は三重の場合でも同様ですが、哀珠養殖においてほ貝仕立、卵抜き、

或は冥珠の巻きや品質に釣する環境の影響、更に進んで環境の合理的な利用方

法等所謂広い意味での海事作業に封して関心が払われる様になって来ました事

は翼珠養殖技術の一つの発展段階を示しているものと云えましょう。翌4日には

九州の名門、高島真珠養殖場を拝見させてもらうつもりで参りましたところ、

こ与でも30-40名の技術者の方々が参集しておられ、私達の視察は直にお互の

意見交換と云う姿になってしまいましたが、挿核技術の面では田畑、田辺さん

達が苦労をされて現在の自己の技術を確立されたのと同様な過程を経て当然の

事ながら高島でも一つの技術を確立されており内容的にはそれ程大きな差異は

ない様でした。た Y海事部門一例えば貝掃除一つの問題を取り挙げてみまして

もまだはっきりした見解が出来ていないのをみて、これは唯だ九州だけの事で

なく三重でも同様ですが、もっともっと身近かな海事問題について、もっとお

互に研究を重ねてその結果を持ち寄って海事作業に関する最大公約数を早く出

※ 1958平5月6日受理
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す様にしなければならぬ事を痛感したわけです。私共の研究会も詰合うと云う

会から、これからは一つの目的、テーマを持って試験をしその結果を持寄って

共通の技術を造り上げる事が必要なのではないでしょうか。海事作業の問題は

環境と、生物としての真珠貝の生理問題とがからみ合っているとに、更に他の

生物との競合と云う問題も含めた復雑な研究ですから非常にむづかしいわけてe

す。それだけに沢山の人達が同一方法で試験をすればそれだけ早く問題点が集

約出米るわけで、た Y研究所や大学の個別的な基礎的な研究だけで解決の出来

ない!隔の広い多くの要素を含んだ復合技術である事を忘れてはならぬと思いま

す。この様な事を考え乍ら漁場の視察に向いましたが、先づ長崎県の

の概観を述べてみましょう。

。真珠養嫡業の現況

長崎県の真珠は一言?で云えば古くして新しいと表現するのが一帯よいでしょ

う。古くしてと云えば長崎県の莫珠養殖は大村湾で明治40年に大村湾水産長引退

所が誕生して真珠貝の保護蕃織を計ると共に~珠養殖の初期的な試験を行った

ことから始まる古い燦史を持っており、昭和11年には漁場面積約1，650，000坪、

業者13名(大村湾関係9名)、真珠生産高約 170買にも達しました。太平洋戦争

中は高島を除く各業者はー斎に廃業しましたが、戦後再び盛んとなり三重に次

ぐ生産県となったわけです。

(1 )施術貝数と浜揚数量

施術貝数と浜揚数量 (昭和31.4-昭和32.3)

I ~，、事 :1 施術貝数
!区 現 1一 一一 I*-一一産寸ー平一一一産丁フト一一一夜一

一一」三三総 数 J(2:笠竺ご1=県三主自iA主主塑L
| 一一一1I 千倒| 千個i 千個 r子悶
1 31年度会閣総数 !I 出，531 10， 463 22， 300 1 50， 759 
1 g ，Ick '''' I1 8， 920 I 1， 319 I 3， 685 I 3， 659 
j長崎県 11 (9~Ô) cî3~Ô) dYO) I 品。)

!三重県 I1 ?~:_ 59? ，Z~ 1~~ ?Q;_，8~? 1 11:_ 61? 
- = ~" 11 ct}O._Oしよ_Q_LQ)一一_I_(77J)_)_1一一位立) 1 

~ ~ I~ 竺量
!大去 i中三E I小 玉

総数 I.. _ _ . 分|l1一一目旦〆!〆 P? 1 〆
31年度全国総数 6， 542 1 886 I 2， 154 3， 501 

673 165 304 203 
長崎県 (9.4)|(16.Dj(lZ3)i(5.5) 

三重県 5，6四! 刀Q ，l:_9Z~ 1 J:叩9
(8α0) I (71. 0) (80. 0) I (82. 0) 

(註) 1.資料は水産庁漁業調整第2~果による。 2. ( )数字11%を示す。



(設)1.丹下技官資料による。

(3)経 営 規 模

昭和32年度の施術数量の割当は1， 030万貝ですが、この割当量が67経営体に

どの様に配分されているかは大体別表の様です。この表で判る様に上層 4経営

体で総施術数の44.7%を占めておりますが、 10万員未満の下層は総経営体数で

は64.2%も占めているにもか Lわらず、施術数量は僅かに15.2%に過ぎません。

(本表は推定数ですが大主主はないものと考えられます)

| 一 !は閣肌一1削川恥川印町U川|川川14一4
施術数量 i百躍t乞;厚ヲi浮弓ヲ貝|フ 弓ヂ明貝貝l?弓ヲ貝一巾ヂチi7シF貝;τ?干弓ヲ千貝貝|?弓ヲ貝:伊弓ヲ明貝貝(?弓ヲ貝 計引l 

1片竺一で壬一一一一一J一1 1三己 4 則一王!lI V V I.L .L L. L. 't .LL. I (θi (15) i (2O) i 

(註) 1. ( )内数字は新規免許推定。 2.丹下技官資料による。

(4)母 貝 の 生 産

長崎県における母貝(天然貝)の生産地は大村湾、封島湾ですが、封島は自

給の出来る程の生産はなく、大村湾が一手に引受けている扶態です。大村湾で

の主産地は湾奥部の大村市が中心で大村市のみでも年産10万貫内外水揚け守され

ております。この様に天然貝が極めて豊富で為るため他県にも移出されており
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ますが、価格が三重県産に比べて非常に安価です。このため品質向上のために

採苗→母貝養成が各県で盛んに行われしておるにもか Lわらず長崎県ではこの母

貝の改良と云う事業が遅々として進んでおりませんO それでも最近は2-3の漁

協が採苗事業に積極的に乗り出して来ておりますから除々に母貝改良の事業も

母貝の 生産量(大村湾〉 単位一・ー寅

て¥漁協同-L-cb ../ih ~ I ~.~ I +--+{9:¥一寸f'E."E::; ~一五福一一i
:~''''~大町亀岳畑町村松|吋伴!民寸木カ:骨八東部大村市!

任5.jU 斗一一一」一一I~~-I一一ι一一…一一 ペ
; 昭 2 8 I 1. 6031， 2. 9501 4， 矧 2. 6g1~0661_1~ 型11何 2. 20~: 旦?割型d山11.卿塑; 
i昭 29 1日1.50叫014.0∞0014.0∞0013.0∞O∞O日15.0∞O印1.50叫0¥1.50ωび3.9叩O訓3.5∞2却o.∞q
阿7汀九子引珂3可:三珂}可4;18瓦而副.1忌斗L…両一4i函副 4瓦珂:一i二1……一二7

l ア一叩士七
( 

1 395 1 8741一一 1 5131 1. 3041 1. 0001 

昭 29 1 - I 9001 1. 8001 3001 1. 1001 1. OC四53.000

日 o 1瓦可画E F而 i
(註) 1.丹下技官資料による

ユ最近は大村i朽のみで10万貫内外の水揚げがある。

進展して行く事でしょう。然し乍らこの採苗→母貝養成事業が急激に増加しな

い事が長崎県の真珠漁場を密殖におち入らせていない大きな原因とも芳えられ

ますが三重県の現肢とてらし合せて感無量と云うところです。

(5)長崎県における養殖の特徴

(1)筏の構造一一一一長崎県で使用されている筏の最も一般的なものは竹筏です。

竹筏の材料は鹿児島県の孟宗(目通し約1.2尺)や県内産の呉竹で、 2本の竹

を先端の部分で結び付け誼線肢にして使用するもの (ν ングル)、 νングル

2本を約5尺の横竹で井桁に組んだもの (ダブノレ)、更にこれに適当な浮きを

つけたもので、これらを適当に連結して使用しております。竹筏が広く使用

されている主な理由は地理的に材料の入手し易いこと L、安値である事です。

高島等の大手筋では三重県と同様に木筏です。

(ロ)寵一一一一養殖謹で広く使用されているのに綿糸寵があります。これは重量が

軽く竹筏に垂下するのに適している事も普及した理由でしょうが、何んと云

つでも材料が中古品の綿糸でよいこと L製作が簡単であると云う点だろうと

思われます。この綿糸寵は古くから広く使用されている関係上種々の構造の

ものが考案され、中には勝れたものも少くありません。長崎県の真珠養殖で

-6-



特に注意を引いた点、は援にしても寵にしても必ずしも一定の規格に従うと云

うよりはむしろ資材の節約、経費の世廉をねらっている事は私共の参考にし

てよい点ではないでしょうか。

綿糸議の 1例は別図の様です。

綿糸寵の 1例(岩永式段網寵〉

正面図

(註) 1. (特徴・-一利点)

(1)製作が容易で安悩である。
(2)海水の流通良し、成長が良
し、。

部分図

関いて只をi牧容する

(3)作業が容易。 (4)i縫い。 15)掃除、手入が容易。
2. 太田技官資料による。

部分図(側面)

r
h祇
w
l
s、L
服
脚

1、、

付あとづけ法 この方法は西川新ト郎、西川真吉氏の特許の内容をなしたもの

で、)般に行われている方法(同時付け)がピースと核を同時に挿入するの

に封し、あとづけ法は先づ肢のみを挿入しておき4-7日後にピースを挿入す

る方法で、同時付けに比べて手数がか Lりますが、完全な卵抜を必要とせず、

又施術後の脱核が少いので大珠の施術に適すると云われ、殆んど県内出身の

技術員のみによって行われております。

(6)莫珠養殖場の海況

大村湾内外の記録しかありませんが、大村湾内外では水温においては湾奥部

-7-



は夏季、表面水識は300C(2米層27.60

C)を越す事がありますが、湾口に向う

に従いこの様な異常高水温はみられません。楽死については夏季において漁場

の奥部では秘めて局部的でわありますが、挿核産後に疑死率の増加がみられる

様です。(例えば1951年8月に早岐水一大塔地先で施術貝の兵常奨死が報告され

ているが、これは例年に比べて早天統きで降水のなかった事等から環境条件の

変化と特に水溢が300

C以上にも達した事が真珠貝を疲弊させ楽死率を多くした

のであろうと論じております。)た V全般的にみれば英虞湾の様に毎年多量の

疑死をみる様な事はなく、又英虞湾でみられる秋季の発死も大村湾では見られ

ておりませんO むしろ秋季の緊死は台風の影響による豪雨によって淡水過剰一

低比重の影響が大きい様です。勿論大村湾内の養殖貝は冬季避寒の必要のある

事は別表で明らかな通りです。

この比重 塩分濃度の面をみますと湾奥から湾口部に移るに従い高くなりま

すが、全般的にみて三重の的矢を除いては三重の方が高い様です。この吠態は

長崎県水産誌験場の大村湾調査報告(昭29.11)記録からも云える様で、す。これ

は大村湾の水は僅かに幅200米程度の針尾の瀬戸によって佐世保湾と連続して

おりますので、湾外水との交流が極めて遅い事が相像されますので当然の事と

思いますし、又湾口外の漁場も大村湾内水の影響が大きいでしょうから、比較

的比重の低い事は容易に相像されるところです。月別の水温、比重について大

本?と三重県漁場との比較を別表に示しておきましたから参考にして下さい。

三重県下の真珠養殖場と長崎県大村地先真珠養殖場の海況の月別比較

(32. 1-32. 12) 

(註)大村…2米層(真珠研究所大村支所地先) 英他・ 5尺!謹
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大村湾内外の真珠養殖場海況の 1例 (30.7--30.12) lj1水 混[備考
場百ι¥戸別1-7百了もi!f-寸子商百iづ研丁江市百百i一一一一-

Jll glj よー担当日、担竺町並立旦~6 E! I訪日旦1-=--12月3日II大村総
大 村 I I 
四期工J_~I___29. !3_1_2f0__1__]1・ L 1__l1.JLI I奥部
小 舟
(大村j湾主主倶[J)I 26. 5 I 28. 5 I 26. 9 I 20. 5 I 16. 0 

一天一一語 1一一一一一一 「一 一|… 一「一一一II 湾口内

(大村湾西側)I 27.4 I お.2 I 26. 7 I 22. 0 I 16. 1 I I .~ ，. 1 
不滅一つ刊一一一「一一'-=-1一一一一一「…一一一11 湾口外 i

(大村湾口外)I 26. 5 I 27.5 I 23.8 I 20.9 I 16.6 I I 一一ーベ一一一一ト i一… ー( …一一一卜… ， -1 佐世保
大 塔 I '10 '"¥ I '"¥'7 n I 1")'"1 f'l I ，r. c- I 10  r'I I↓湾奥

一盟主理豊里)ーし一民主 1~_27_:旦_L_ _22._9 J_設立上 jQ.旦 i
比 率 l

大 村 I
」主根遺璽部U_2日s_ _I__22_，_QZ_I___l1.9L 1__2~L11_i 坦，-__Q~-I
ノト 串 I
(大村湾東側)I 22. 20 23. 19 I 24. 93 I 24. 11 I 24. 29 
大串
(大村湾西側J)I 21. 90 I お.38 I 23. 29 I 23. 94 I 24. 29 
※瀬 1[1 I I I i 
Iホ企豊旦企2J 23.01 ーユJ38_Jー _23.8LI_21_._N__I_2主主
大塔 I
(佐世保湾奥)I 23. 18 I 23. 46 I 24. 21 24. 29 I 24. 34 I 

(註} 水深2米潜の記録。(真珠研究所大村支所観測)
※毎年、良質真珠を生産している漁場。

(7) 浜揚成績

浜揚成績についてはまだ充分の資料を持ち合せておりませんが一例を示しま

すと、 l万貝に封して大珠で1.915匁-2.122匁、中珠で1.682匁と云う様な有様

です。なお参考迄に長崎県の特技である後付け法の脱核、素珠の出る割合の一

例を示しますと、 l年5ヶ月養殖ものでは.7%(中珠)、 2年5ヶ月養殖もので

32.4% (大珠)と云う様な朕況です。これは挿核直後の養生期間も含めた数字

でほんの一例を示したに過ぎませんのて守同時付けの成績と一概に比較は出来ま

せんが参考にして下さい。

0 むすび

私は先に長崎の真珠は古くて新しいと云う事を申しましたが、古いと云う事

は日本の真珠の創業時代が大村湾であり引続いて今日に及んでいる長い歴史を

有している事ですが、それでも今日長崎県の真珠養殖をみますと、これからだ

と云う感じがいたします。これが新しいと云う意味です。このことについて少

し考察を加えてみましょう。先づ第 lに漁場の老朽化の点をみてみましょう。

長崎県の冥珠養殖の中心地帯は経営者数からみて大村湾が中心となるでしょう。
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その大村湾でも最近は養殖場が湾奥音防￥ら湾の西側より湾口部の内外に集中す

る傾向があります。この様に務、士号が選択されて集中化すると云う事は何れの地

方でも同じ傾向で、これがやがては密殖と云う形になり延いては漁場老朽化の

現象となって現われるのが通例です。大村湾でもこの様な地域的に集中化の傾

向がありますが、使用出来る漁場が地形的に制約を受けており点在しておりま

すので例えそのお昔、i坊が比較的養殖密度が大きくても河辺の水域が広くて余裕の

ある事と、地形的に開放性の漁喝の多いことから老朽化と云う現象が秘めて月

部的の~[，J奥部にみられる程度で全般的にはそれ程問題にはなっていないわけで

す。この点は三重の様に奥深い袋;伏のf.-~~jが多くてどの湾も全域使用上H米ると云

う様な有利な地形にない事が、去pて漁場の生命を永く維持している大きな原因

ではないかと忠われます。大村湾の潟、坊がそれ程老朽化していないだろうと云

う事は、三重の様に秋平に主として底質に起因すると思われる海水の忠変によ

る大量発死と云う様な現象が、殆んど見られない事からも云えるわけです。こ

の様に大村湾では地形と云う自然条件が直一密殖と云う人為条作から起る漁

の老朽化現象を防止しているのではないかと思われるわけですが、この潟、

の老朽化を防止している史に重要な点は、長崎県の京珠養嫡業の在り方にもよ

るのでわないかと忠われる事です。

第lに考えられます事は、養殖業者・の経営規模の拡大に三重の様に急激ではあり

ませんO 従って漁場の養殖密度も三重程急激な変化を示していない様です。一

般的には各経営者共自己の経済能力に応じた経営の範聞を余り出ないと三ミう

ですが、このことは三重の経営者にとってもよく吟味すべき点でしょう。

第2には長崎の冥珠生産の大部分を占めている北村、高島、大洋等の大手筋の

漁場が主として封島海区や佐世保湾に殆んど独立して漁場を持っておりますの

で中小業者との漁場の争奪を起す事も比較的少いし、又大手筋自身も独立した

漁場で、充分の余裕を持って経営が出来ると云う事です。

第3には長崎県では大村湾を中心として天然母貝の生産が需要を充分に満して

尚余りある現状ですので、採苗→稚貝→母貝養成と云う事業が盛んにならない

現肢にあります。従って三重の英虞湾の様に稚→母貝養成筏が全筏数の50-55

%も占めていると云う様な欣況に比べて、全く巽った養殖の経営が行われてお

ります。

以上申し上げました理由の外にもいくつかの原因はありましょうが、要するに

漁場の酷使 寄殖と云う事が三重程はげしくない事が人為的に引起すところの、

所謂漁場の老朽化現象を防止している大きな原因と思われるのです。この様な

意味から長崎の真珠養殖は今でも新しいと云えるわけです。然し長崎の場合で
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も改めなければならぬ点は多々あります。例えば長崎の業者・にはまだ封建的と

云いましょうか秘密主義が強いことです。それだけに技術改良に到する熱意も

三重程には強く感じられませんし、どことなく消駆的な感、がいたします。それで

も最近は哀珠研究会も結成されましたから封建的な秘密主義からお互に技術の

公開と科学的立耐を目的とした話し合いの気運が除々に盛り上ってくる事でし

ょうが、これには先づ経営者の自覚を強く望まなければならぬわけです。私は

漁場の使用や経営の在り方については今迄の様に手堅い進み方を続け、技術改

良の面ではお互に話合いの気風が盛んになれば、長崎の真珠は今の新しいと云

う感じから一歩進んで岩返るのではないかと思いつ L長崎県を離れて大分県に

向いました。(続〉

真珠 加工の基礎問題※

(1) 真珠の構造と成分

来日 田 浩 繭

(国立真珠研究所)

哀珠は宝石として珍重され、昔ーからその上品な色彩や光沢には女性も男性も

限を見張ったことでしょう。そして現在も世界中の多くの女性が莫珠を身につ

けてみたいと夢みていること L思います。しかし最近養摘される真珠は昔のも

のに比較して色も光沢も忠くなったと言われておりますし、同じ期間巻かせて

も厚さが簿いと言われております。この原因については沢山の人達が実態調査

をしたり、試験研究をしたり、あるいは経験からわりだして漁場の老化及び密

般との結論を出していますが、これらを改善するためには当業者の方々は勿論

のこと、研究に従事している人達が協力していく事が必要であります。

しかしながら、現在もこれからも当面する問題は養殖されてきた真珠の品質

をいためずに上手に加工していく事であります。或る lつの物質を加工する場

合には、その物質の構造や成分を知る事が根本問題であり、そこで初めて色々

な加工処理によってその物質のどの部分がどのように変化変質するかが判り、

そこに技術の改良が見出され、進歩があり、自分の思うように加工ができるよ

うになるのです。現在、真珠の加工にたずさわっている人達の中にどれだけの

培、 1958年5月9日受理。



人がこの事に間意、して作業をおこなっているでしょうか。総ての産業が起る最

初には或る程度無手法に思いつきでやっていく事も必要でありますが、やはり

その中から戎る筋を見出し、計画的におこなう事が必要になってくるものと思

いま--t。

このような考えから、今までに観察したり、実験した結果に多少の夜、の考えを

入れて次のl般に書き下し、少しでも関係者のお役に立てば幸いと思います。

1)構造と成分、 2)真珠品質に及ぼす熱の影軒、 3)哀珠品質に及ぼす化学薬品の

、4)薬品に侵されやすい構造、 5)加工改良への方向、の5項目にわけて話し

を進めることにして、今日1け、先ず構造とその成分について解説してみます。

;頁珠の構造や成分は介設のそれとほとんど同じで、沢山の人達の現在までの

研究では売がみられておりませんが、前者if主体l勾に移殖された外音l慌の小片が

増殖して核の周囲をとりまいたX-W;珠袋から分泌されて出来てくるのに釘して、

後者は白然のま LのJ伏態にあるタト蕊j肢の働きによって出来てくるわけで、すから、

多少どこかに追いがあるのではないかと言う疑問は設でも持つ事と思います。

しかし出来とった真珠の右機物や無機物の成分を分析してみても介殺とほとん

ど差がなく、:有機物は私達が一般にゴンキオリンと日乎んでいる硬蛋白質の l挫

です。この蛋白質は百々の毛や爪の仲間であって、他の蛋白質に比べて酸やア

ノレカリ vこ到して非常に安定な性質を持っているのが特徴です。)方、無機物の

方は大部分が炭酸カノレジクムで、磯山から掘りだされる罷石と少しも変りませ

んが、 7こゾ形が冥珠では六角平板iJ;leをしており天然のと多少異なるようです。

ところが屡々光沢のない黄土色をした哀珠が出てきますが、これは炭酸カノレジ

ワムでも方解石として結晶しており、同じ炭酸カノレνヲムも積物としての性質

が全然違ってきます。このような莫珠のほかに黒褐色で耳珠とは思えないもの

も出来ますが、これはほとんど有機賢からなっていますが、炭酸カルi/クムも

存在しています。そしてこれらの議石や方解石が酸に非常に弱い事は皆さんも

知っているところです。

このような真珠をつくりだす真珠袋を組立ている細胞の形はそれぞれの真珠

によって異なっており、また冥珠袋には外套膜のように粘液腺もないといわれ

ております。

移殖された外套膜片が変化して莫珠袋になり、平常の真珠層を形成するよう

になるまでには色々にその形が変化すると同時に、そこに色々な有機物質が自

然の吠態に比べて異常に分泌されたり、真珠袋の外から入ってきた有機物が集

ったりして多少様子が兵なるようです。このように沢山の色々な物質の中から

結品が出来てきて真珠が形成されるのですが、巻き始めには色々な層が形成さ
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れて真珠の形や色にも影響し、また異物がはいって乙/ミが形成されます。一般

的に言って真珠層と核との墳は層が粗く、有機物も多いようですから、この巻

き始めにおける結晶の成長や、それによって出来る構造が真珠の品質に影響す

るのは勿論のこと、後の化学薬品処恕に封して強弱を生じてくるわけです。時

には、この部分に有機物質がイまにはいり込んで非常に美しい青から黒系統の

立珠も出来てきます。

このようにして、しばらく されているうちに初めの頃は散在していた球

取あるいは六角平板肢の議石の結品が成民して近くにある結占7Jが援し、そのi克

にゴンキオリシがはさまわして 1枚の石畳のような薄板が形成されるのです。こ

の波紋が3むこゴンキオリシ陪と交互に累積されて頁珠がi学さを婚してきますが、

その断面はあたかもレンガ塀のような構造をしています。このレシガにあたる

部分が結晶で厚さは約0.5-0.3μ (1μニ l/lOOOOcm)ですが、レンガ問のセ

メントにあたる部分がゴシキオ Pンでff通o02μ 以下です。しかし時にはO.1μ 

もの厚さのものもあります。

このような薄板が何百枚も何千枚も積み上げられて出来たJ~珠の色や光沢は、

これらの薄板間で生ずる干渉が主体でありますから、一層の厚さの違いが大き

な問題になるわけです。しかし自然の環境は大きな山の周期や小さなILIの周期

をもって変化し、それにともなって貝体の生理紋態が左右される事は色々な動

植物においても見られる現象です。また、このほかに台風や冷潮などのように

突然やってきて、生物体の生活に大きな影響を及ぼすこともあります。このよ

うな種々の自然環境の変動が生物体によって作られる耳珠の構造に変化を与え

る事は容易に考えられます。事実、真珠の表面にある結品は夏と冬とで成長が

異なりますし、これらの集合の様子も違っています。表面の結晶の成長が違え

ば断固から見た場合に層欣の構造に変化があるはずで、その:事実も観察されて

います。また夏7、8月は産卵盛期にあたるので分泌の方が劣えますから、水植

が l年中で一番高いにもか Lわらず翠珠の巻きが思いようです。このような例

は他の多くの動物でも観察されており.産卵線としてあらわれます。ま1::.真珠

の場合にはどのような層線がどのような原因によって形成されるかについて判

ったものが少ないのですが、アワビでははっきりした産卵線があらわれている

ようです。こうして色々な自然の条件によって特殊な層線が形成されますし、

若しその層線を境にして員体の分泌に変化が生じたならば、それぞれの層で異

なった構造が形成されるわけて閉す。ですから、これら層吠構造の違いも哀珠の

色や光沢に影響してくるものと考えられます。

勿論真珠d‘色や光沢は光の層間反射による干渉が本体でありますが、このよ
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うにして出来た真珠の表面にある給品の成長や集合の肢態が京珠の肌を決定し

ますし、光沢に大きな関係をもっています。一方、断面特に核との土えは図に示

した 4つの型が観察されており、これら表面や断聞の構造によって加エ処理に

強弱を生ずるわけです。

図

核と真珠層との土売を示す模式l羽。
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貝の附着物の処理に関するー提案※

中 村 忠 臣

(中甚真珠，際滞)

近年漁場の老也、民の姥死等が急、に激しくなって来たが、此の問題の根本原

rtlを只筏の常F誌のみに依るものであるかのように一般に論じられて居るが、筏

の浴殖も重大な原凶になって居る事には殺しも)~~論l土保いが、他面貝の附7E物

(一一般に云う貝クソ)の海中投下に依って生じる腐敗ガスの発'j一等vi一般に軽視

せられて己主:たが、毎日毎日投ドせられて居る註l士、 1年間を通じると;危jくなる

となり、我乍ら驚く程の量である。此の問題は昨年暮の研究会に於て、北

村主珠の竹内君が取拐げた事が;有ったが、一般には大した関心を示さなかった。

私は一昨年以来此の間着物を海中に投下するのを戒め仕事が終って?吊る時ーに

は必ず持ち帰り、陸上に於て処理してきたが、昨年8月水深 2mの工均の簡に貝

拍除台を繋留し、 20日間位連続に貝掃除をしたII寺、貝の附斎物は全音i5工渇の!惑

に大きい穴を掘ってj埋めたが、掃除を終ってから台を洗う時に沈ドした之等の

Iff;j蒼物の為め、此の処へ落した只は 3日伎で全部尭死した。此の事にヒシトを

得て此の沈下物の多い処と全然無い処に於ける貝の楽死試験をした処、やはり

前者は 3日位で全部楽死し、後者は10日過ぎても健全な吠態であった。

大体1年間に貝11聞に附く附静物は貝の百万以とである。県下に於ける母貝作

業貝の目方とほ Y等しい貫数の附着物の大半・が、毎年毎年海中に投下されて溜

るのである。之等の沈下物は水深が浅ければ浅い程其の及ぼす警は大きく、特

に湾奥部海i1rEの少ない所等ではその被害の大きい事は、論をまたないのである。

之等の事を等関に付して筏の規制や、海底の撹伴或いは客土等を行つでも依然

として漁場の老化は進むのではないであろうか。

今夏は特に国研にも依頼して此の問題を研究すると共に、会員の方々や各業

者に呼びかけて此の附着物を海中に投下せぬ運動を展開する必要切なるものが

あると考える次第である J

従来迄、等問視されてきた附鳶物の処理に関する中村氏の考え方、全く同感で
あり、こういった手近かな事に対して観察する自を聞き、それを試験し発表する
事が研究』う一段階である。研究というと如何にも難かしくきこえるが、業界の研
究はこれが最高のものであり叉、これの普及を期待するものである。
本年はこの中村氏の提案を再実験しつ』全養殖場の皆様に協力を求めたいと我

ノ々

※ 1958年5月12日受寝
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昭和33年度における真珠漁場綜合調査について※

木 本? 艮日

(水産試験場)

三重県民珠養婚事業条例の施行に伴う真珠事業振興計画Iの一環として当面の

最も問題とされている養殖漁場の適正密度の決定と老朽漁場の改良復の 2つの

解決されるべき事項として取りあげられた。この 2つの課題は良珠養殖業のみ

ならず、水産業における増養綾上現在直面している大きな問題であり、従来か

らいろんな機会にとりあげられて、問題となっているものである。

課せられた2つについて容易に解決出来る確信はもとよりないが、さりとて

予を挟いて思案している訳にもゆかず各方面の御指導と御協力を得て昭和33年

度に於ては下記のように進めて行きたいと三考えている。これについては水産庁

内海区水産研究所花岡所民、真珠研究所高山所長を始め関係の方々の御意見を

きL次のような項目をとりあげた。もとよりこれらの研究から直ちにさきの課

題が解決出来るとは考えていないので、その解決えの手がかりを得ょうとする

ものであることをつけ加えておき度い。

この研究を進めて行く上に真珠研究会伊勢部会の幹事並びに会員各位に種々

御協力をお願いしなければならないので、この機会によろしくお願いしておき

たい。

なおこの研究は真珠研究所と水産試験場が共同して行うものである。

1.懸濁質調査

浅海における治養殖漁場の生産について従来主として植物プランクトンに

ついて論じられてきた。然し最近では海水の濁りの主なる成分である懸濁性

の微粒子について研究が進められ、この微粒子は海洋における生産の基礎と

してこれより大裂の浮混生物と共に重要な要素であるということがわかって

きたO この微粒子はいかなるものであるかということは未だよくわかってい

ないが、各種の細菌類、有機不溶解物質などコロイド吠のものとして水中に

懸濁しているものである。これらの量と質を測定すると共に従来実施してき

た海洋観測の結果から得られる資料と結び合せて漁場の環境条件を知ること

により生産力把握の手がかりとなると考えている。調査の肉容は

a. E完珠海、場全般調査

時期 10月回数 l巨]

※ 1958年5月15日受理
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調査の項目 懸濁質調査(濁度、照度の測定)塩素量測定、プランクトン

採集、その他一般海況

調査範囲鳥羽、離島周辺から賀回湾にいたる主要漁場

b.代表漁場調査

時期 5月、 8月、 10月、 2月 (34年)の年4回

調査の項目 a.に閉じ。

調査範囲的矢湾(仕上げ漁場)、英虞湾、五ケ所湾(基礎漁場)

引本湾(避寒漁場)

c.疎密漁場調査

時期毎月 8回

調査の項目 aに同じ項目について行い、これに潮流調査と懸濁質の成分

についての化学的研究を加える。

調査地点 多徳島哀珠研究所実験所前(基本試験地)

神明(密殖漁場)、奥神明(湾奥地域、カキ漁場との関係)

片田長国浦(真珠貝緊死漁場)

2.試験養殖

従来翼珠養殖についての研究は養殖技術もこれに関連する生理、生態の面

及び環境条件とが互いに遊離していてこれを相互に結びつけて究明するに足

りる資料に乏しく、真珠養婚の資料が得られても、これから漁場の関係を導

き出すことが出来ず、反面海洋観測の結果から養殖技術上の問題例えば品質

の向上或いは適正密度指示とかに必要な資料が得られなかった。よってこれ

を解決する lつの方法として県下の主要漁場に同一条件で施術した作業済み

貝を分散配置して、一定期間養殖しこれから得られる浜揚玉を解析すること

により前記懸濁質及び一般的海洋調査の結果を照合して主として真珠及び真

珠貝の成長と環境条件の関連を矢口ろうとするものである。

a.試験地(予定)

一般試験地 33点

鳥羽周辺ロ点)桃取、菅島

的矢湾、鏡浦(5点) 的矢、的矢湾奥、宮潟、畦蛸、鏡浦

英虞湾 02点) 浜島、越賀、和具、布施回、片田、船越、立神、

神明

五ケ所湾 (5点) 迫問、船越、五ヶ所、杉の浦、磯

南 島 (5点)阿曽、神前、方座、古和

紀 州、I (4点)長島、引本、三木浦、学松
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特別試験地 6点

多徳~基本漁場

神明~内湾窃漁場

間崎~中間性漁場

御座~外洋性漁場

浜 島~外?rニ性密列車漁場

内瀬~標準的漁場

d.試験の内容

5月上旬核往1.2分の施術貝15，000個を作業しこれを上記一般試験地33点、

特別試験地6点、計39点に分散し、 34年l月まで養殖、この問、毎月養婚か

ごの取換と必要に応じて貝掃除雪ど行い、 34年1月回収採取する。

上記養殖期間中もよりの養殖場に毎日の水温、比重、透明度等の観il1Uを

依頼する。浜掲げした翼珠について整理の上測定し解析する。

3 底質改良試験

英虞湾々奥部においては近年真珠貝の異常持死が夏から秋にかけて頻発し

ている。この原因の lつとして底質の悪化による彰響の場合が考えられる。

筏養殖を長年継続している水域では海底に有機物が蓄積され、その分解j主成

物が真珠貝の生育に霞楼或は間接的に悪影響を及ぼし最悪の場合死滅させる

主な原因と予想される。よって真珠貝の搾死する漁場に於いて、冬期避寒の

ため漁場を使用していない時期に淡i栄作業を行い海底に堆積している腐泥を

除去することにより、漁場の改良復旧を試みようとするものである。

時期 12月-2月

場所最近轄死現象の頻発している漁場(未定)

試験の内容

淡i来工事を実施する前後に底泥及び泥層水に含まれる酸素量、硫化水素、

特に底流について硫化物、有機物含量等を測定し工事によって腐泥が除去

された場合、底質がどのように変化し、従って底層水の酸素量、過マンガ

ン酸カリ消費量が時期的にどのような変化を示してゆくかについて調査す

る。
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五ケ所地区研究会で考えたこと縫

山 本 文 栄

(真珠研究会伊勢部会常任幹事)

幸田地区幹事の御骨折によって5月7日五ケ所地区研究会を開くことが出来、

且盛会であったことは喜びに堪えない。この会は現場の技術者又は海事担当者

が主であって、吾々としても、五ク所地区の養殖作業を色々と聞き、将来研究

会運営の参考にしたいと考えて、集った方逮に色々と御伺いしたかったのであ

るが、質問をしても何か遠藤していて答が出にくかった様である。会の運営が

毘くなったことが原因するとも思われないので将来研究会の集りに於ては出来

る丈活滋な発言をしてもらいたいものである。そして新しい時代に生きる人と

してこうした会に於ける発言と言うことの訓練の必要を感じた次第である。

それが為に苦々運営にたずさわる者が時間の許す限りなるべく多くの養殖場ー

を廻って作業員にその現場でアンケートを取ることが出来たなればと、今吏乍

ら自分の仕事に追われて多忙なのが情ないのである。

紀州地区、五ケ所地区、英虞湾地区、的矢地!豆、鳥羽地区と各々の地芭で養

殖作業全般について問題を決めて一貫して作業場を廻って見ることが出来たら、

どの地区は大体介掃除を何回やって、何日頃にやるかと言う様なこと、ピース

の取り方、母介の仕立方、管理方法等、アンケートを取っても集らないものが

各工場を廻って聞くなれば正確につかめる様に思われる。その際に自分違が研

究会で聞き、良いと思われる方法があれば参考に話をしたり、解らないことに

ついてはそのことなれば00氏に御聞きになった方が良いでしょうと言った具

合に各職場毎に写真でも写しながら気がるに話をして廻って見たいと思うので

ある。そして職場の人達の中に若い積極性のある人を見つけて、「どうですか

介掃除を何月にやった方が一番目数が少くて成績が良いかと言う様な事を毎年

研究して見ませんか?Jと言う様な話をして見たい。

毎年夏頃暇があればそんなことに手をつけて見たい。私にもこんな夢がおる。

この夢を半分でも3分のlでも実現して見たいと思うのである。

※ 1985年 5月8日受理
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討議

(表ZET営2ヂ、高山所長の講演後質問があったが、その要旨は)

問:貝殻の内面に白い霜降りの様なものがついている貝があるが、これの細抱

を使えばどうか?

茶木(片田中学校):貝殻が黄色、黒色のもの又、霜降り様のもの Lタト套膜を

用いて 2.000ケ作業したが珠の分光分椋の結果では差異は認められなか

った。

問:収足筋の影響は?

青木(富士翼珠):収足筋に核が接する場合は殆んど異常形真珠になる。ワカ

乙/の場合は90%迄異常形となり、その内60%は上倒lに突起が出る。

それ故、挿入する場合はなるべく筋肉に近づけない様にしたい。

問:細胞貝の養成に5mがよいそう亡が、どんな漁場で5mなのか?

高山:具体的な資料は後程詳しく知らせる。大体表層と海底とを較べると表

面に近い方が貝の成長がよい。

普通海の}伏態をみると、表面より 2m位迄が水の変化が一番大きいので

この附近は避けたい。

竹内(北村真珠):底がみえるかみえない位の5mが良い。

問:アクチゾーノレ、赤沈、ネオキνシで細胞を染めているが影響はないか?告

青木:アクチゾーノレは不明であるが、赤沈の場合30倍位なら影響はない。

編者註結城氏の研究によれば赤沈で20倍にうすめた溶液に10秒つけた場合、 2時
間後に運動が停止した所から30倍でも多少惑影響があると考えられる。

小林氏によればメチレン・プリユ戸〔青色)に染めた場合は逆に7割も促

進されたから試験の余地はあろう。

茶木:プラトニンを用いる実験を行っているが結果は未だ出ない。

問:細胞の裏に粘りがあるがそれをとらぬとどうなるか?

竹内:やはり取った方が気分的によい。影響は不明。

高山:ピースを取る時の作業能力に関係するのみであるが、汚物がついたり

してわるいという事は言える。

中村(中甚真珠):ピースの裏をこすった場合、南面の場合、表をこすった場

合について各200ケづっ実験したが、殆んど差異は認められなかった。

唯裏を使った場合、小キズが多かった。現在では実験としてふかぬ事をや

※会報第三巻、第一号 アコヤガイの生活力について参照。
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っている。

竹内:粘液があると挿核してから移動するのではないか。

青木:無処理のピースを入れた場合、表が核につけばパールサックも形成す

る頃には粘液は吸収されてしまう。富士巽珠では表はこすらずに、裏f:
けふいている。裏をふいた方が組織と接蒼するのが早い。逆に核につけ

た場合はケジが出き、内面のと皮は成長せず消滅する。

問:ピースを送るのに針の痕は関係ないか?

青木:針の為に異常形冥‘珠となる事はない。施術した直後はそれ以上の間際

が中l乞生ずる。

中村 :7月のブジツボの繁殖を防ぐ塗料の研究を頼みたい。

山 本:答iν↑二本で研究したが特許の問題がからんでいるので未発表である。

高山:五ケ所青年会では、貝掃除の実験を始めた。

l年にO問、 3問、 5¥1況の場合を調べている。

問:7月20日頃7mCl60
C)の貝を掃除して、 1mClrC)の所に上げたら貝が

弱った。鑑か 1度位の所でこんなに弱るものか。 5-6mのものは痛まな

かった。

高山:~架さによる楚は殆んど認められぬし、塩分も変らぬので、その日に風

が吹いたのか、寒かった日等の影響が後になって出たのではないか。

この後、養生問題について開いた所、各地の条件によってまちまちであり、

すぐに沖出しする所や、長くする所もあったが、大体水深 3mの所で半月位

するのが普通と見なされた。

ピースをふく、ふかぬで問題になったが、従来迄五ケ所では大部分が片面だ

けふいており、南極ふく場合と全然ふかぬといふのが若干あった。(阿部)

生産力を調査

水試が 36真 珠 漁 場 で

志摩郡浜島町の県立水産試験場ですま真珠養殖漁場の生産カを帯電べるため初
の試みとして鳥羽湾から南は紀州路にかけての各鴻36カ所で試験養般を今年
いっぱし、行うことになった。

これはさきごろから濁度計などの最新機械を使い各湾のプランクトンなど

特性調査を進めているのに関遣して全く同一条件の作業主ミを各試験地に配罷

し、 1年間の成育状態を突地に試験すのもので真珠業界から結果が注目され
ている。

試験養殖の方法は同場で養現在中の3年母貝 1万5千個に核入れ手術を行い、

今月中旬に密殖や水温の異常変化の多い特別試験地に金網カゴ各15個分、普

通試験地に各 6{I圏分をつるして毎月カゴをとりかえながら養殖するほか各地

元の真珠工場の協力で毎日の水温、塩分比重などを観測してもらい各場の真
珠貝に与えている生理的影響について綿密に調べ、来年1月試験良を浜拶~H'し
て色ツヤ、巻きなどを調べるわけで、良質真珠の生援に役立つ実際的なデー

タが得られるものと期待されている。(中部日本新開より)
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真珠抄録

(4)生殖菜、放卵(卵抜き)、

人工受 精、 発生について

白 井 祥 平

真珠養殖に於いて、卵抜きの問題l士銀めて重要な事であり、作業能率に最も影

響の及ぼす項目である。しかるに生殖に関する事は非常に理解しにくい他の

諸問題に比して一層基礎的な酒が必要とせられているので、勢い、昔のまけ迷い

で行っているに過ぎず、養噴技術の今後の大きな改良発主要;工ーに卵抜きの問題

にか Lっていると寄っても過言ではなし、。それ故、多少でも知識になり近い:降

来に応用される事を斯待して、生殖に関係のあるものを出来る丈平易にまとめ

たつもりである。唯多くの業蹟を列記したに過ぎないから矛腐した点や、不揃

いの点があるが、必要な所だけ吸収して頂ければ幸いである。

0小林新二郎浮:1948，珠養殖の研究 Iアコヤ貝の発令a

(採集と飼育‘第10巻第9号)

生矯細胞:卵は未熟の時は洋梨形をなし、成熟するにつれて正円となる。

大きさは熱卵の場合、平均o048mm、未熟卵ではO.055xO. 040mm 
位で熟度の低いもの程長径は大きい。

中央に大形の核を具え、卵膜は 2~枚あって薄く平滑である。

生殖巣様※よりとり出した精虫は普通の海水中では殆んど活動しな

いが、アノレカリ性海水中では活j授に運動し、全長0.060mmで頭、

中問、尾部より成っている。

普通の海水中では受精せず、アルカリ海水中で受精し、洋梨形の未

熟卵でも或る程度成熟する。

受精及び分裂:人工受精の適水温は 280~300C であり 32 0 C 以上では正常発

生は少い。又 250C以下の水温では発生が進まず、 240C以下では受

精も起らない。

受精卵の分割は、マガキ※来必のそれとよく似ており、受精後24時間

で幼生となりプランクトン生活※掛※に入る。そして、 48-60時間

灘北海道大学水産学部教授。

※嫌卵巣、精巣の事。

※栄※養殖している普通のカキの名古E。
※楽※※海中に浮世存する生物の事で小さいものに限らずクラゲもプランクトンである。
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で貝殻を形成し始め、 20日位経過して附着するo

O小串次郎※:1938，真珠の研究(伊藤文信堂発行)

卵の性質未熟卵は洋梨形をなし、その細柄で卵嚢に附着している。大

きさは O.07 x O. 04mm位で、熟卵では真円形をなし、 0.05mmを

有している。

成熟した卵は海中に放出され、次第に沈下して浮潜し、雄貝より放

出された精虫に合い海中にて受精する。

水槽内に於いては雌雄民共・に入れた場合、比較的早く放卵、放精を

始め、別々では運いので雌雄はある刺戟を感じ合って放卵精を行う

のではないか。

精虫の性質良さは 0.065mmで頭部、中間部、尾部よりなり、活動が敏

感な為に卵より衰弱が早い。

発 生:受精は20-280Cで行われ、 250Cが最も盛んである。洋梨形の

未熟卵は成熟するに従い真円形になり、分割は不同割縦である。

貝殻形成は受精後50-60時間以内と推定される。

0宮崎一老※※糸:1936，真珠貝の発生に就いて(養殖会誌、第6巻.第5号)

三崎産のアコヤガイを水槽内に収容し、自然放卵したものを用いて調べた。

雌雄生殖素は1)ソーメン肢に連続的に放出され、体外水中に於いて受精して

発生する。温度 30"C内外に於いて受精後3時間位にて繊毛を生じ廻転運動

を始める。 18時間後には貝殻が体を包み、其の後約10日間で80x63x50ミク

ロシ2) の幼生になった。

0和田清治3): 1942，νロチヨワガイの人工受精及び発生に就いて

(科学南洋、第4巻.第3をi
オーストラ Yヤ漁場にて普通に受精させたが不能であった。卵巣から取り

出した卵をl/lONのNH40Hむを0.59る含んだアルカリ海水に入れると50-70

分で未熟卵は成熟し球形となる。この中に精虫を加える。この時精虫も活綾

ならしむる為に1!10NのNH40Hを0.25-0.3%含んに海水中に入れた後、交

※滋美j湾真珠研究所長

※※二つに割れる場合均等にならぬ事。

齢者来捕鯨協会。

1) 生殖素とは卵、精虫の事。

2) ミクロンはμであらわし、 lmmの千分のlがlミクロンである0

3鹿児島大学水産学部助教授

4) NH40Hとはアンモエヤの化学記号で、 l/lQNとは濃度をあらわすの

乃ち]立中に3.5grのアン毛ニヤを含んで、いる溶液の事である。
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精せしめる。受精後直ちに普通の海水に戻す、約3時間後に運動を始め、 19
時間で殆んど貝殻が出来、其の後20日間飼育した。

OTalavera， F. and Faustino， L. A. : 1931， 
Industrial Shells of the Philippin. (Phil. Journ. Sci. 45(3)) 

νロチヨクガイの発生

受精後、 48時間でペリジャー幼生※になり4-5日で附差する。この時の大き

さは殻長1cmである。

C小林新二郎，結城了伍:1952，アコヤ貝のタシク内人工飼育

(日本水産学会誌、第17巻.第8，9号)

富士真珠研究部で行った人工飼育実験によれば、初期D型仔虫の貝殻の大

きさは、 55-65X70-79ミクロンで、 17日後に附着仔虫になる。仔虫は泳ぎ

もするがよく発達した足で筒領運動をする。光に封しては陰友好む。附着期

の大きさは、 193.12:t 1. 88X214土1.90ミクロシで附蒼後の貝殻分泌は早く

6時間で 20ミクロン以上も伸びる。そして殻長2mm前後で真珠質を分泌し

始める。発育途上90-110ミクロシの大きさで変態の重要な時期に達し、緊死

率が高い事に注意が必要である。

。貝類の採卵方法について

なるべく、切り出しをせずに人工誘発によるのがよい。温度を怠に5-
70C上昇さすのが最もよく、これで駄目な場合にはPHも同時にあげる。腕

ホタテガイの場合(木下虎一郎)は雨方の上昇で成功した。精子を加える

事も誘発の一方法である。

タシク内に宣接貝を入れて自然放卵をさせる方法は駄目である。それは卵

がとても沢山出るので下になった卵は腐敗し、全滅する事が多いからであ

る。

とれた卵の処理法はミユーラーガーゼ磁場畿の細かいものを用い卵をきれい

な濃過海水中に入れ、ガーゼを通して下にパラパラ落ちるのを用いる。田

まったものは未熟で捨てる。又小さい卵は卵の入った水をかさ廻し、しば

らく放置して、大部分が沈澱した時に上の水をすてる事によってわけられ

る。又、真中に集まったもの丈をスポイトで吸い取れば良い大きい卵ばか

業ベリジヤ{幼生とは卵が分裂して行き、貝殻が出き始める一歩前の幼虫の事で一応発

生段階の終末である。

※様ア/レカリ性にする事でアンモ=ャ、塩化カリウム等を加える。

鰍器提海中のプランクトンを採集するのに用いる自の棚、い布地で番号によって自の大

きさに犬小がある。
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りになる。これを丹念にくりかえし、卒くよい卵ばかりにする。

人工飼育に成功する事は早く発生したもの丈を取り、元気なペリジャーを

得る事であり、卵の小さいものは附蒼迄の臼数が早いが後の成績がわるい。

(東北大学農学部畑中正吉博士による)

受精特に使うアジモニヤは、受精にr:け働けばよいのであるから、直ち

に洗い完全になくなる事が大切である。人工飼育は最適期に何遜もやって

みる事、少量づつよい卵をとって行う事.洋梨形でない様な熟卵をとる事

に注意する事である。(東北大学農学部長今井丈夫博士による)

0人工受精について

カキの場合雄1、政3の割合でかけ合せ30cmの水槽で発生させる。

卵に体液が混る事を防ぐためにミユーラーガーゼを通して洗う事。

発生には水温、塩分濃度、 PHが影響する。

卵をよく洗って使えば、水温上昇による水質悪化はない。水槽内でベリジ

ャー幼生にしてから80立入りの水ガメに移し、木の蓋をする。水温低下の

はピニーJレをかぶせる。

飼育中にタンク内に空気を入れる事は結果がよくないので中止した。

(東北大学農学部女)11水産実験所福地氏より)

OWllda. S : 1954， Spawning in the Tridacnid Clams 

和田清治:νヤコ貝の放卵について(動物学雑誌、第11巻第2号)

南洋ノミラオに於いてνヤコ貝類の放卵、放精を調べた。 νヤゴク (R幼少

opus)では130Cの海水を除々に上昇させると、 2時間13分後(水温210C)に

精虫を出し、続いて卵を放出した。 νヤゴクの棲んでいる天然海域の水温は

この様に低くないが、天然の水温に従って刺戟を行う必要がない。

ヒメジヤコ (T.crocea)では、 22.50Cより 33.50Cに急上昇させると放卵を

始めた。

又、卵、精子をまぜて海水にうすめ、鴻過し、この液を成熟した貝に作用さ

せると精虫は簡単に出す。

液を加えてから放精する迄の時間は20秒から19分である。

又、入水口にピペットでこの洛液を注入するとやはり放精した。

同じ方法で (T.squamosa)は2分40秒-20分35秒で、 νヤゴクはl分40秒-11

分45秒で精虫を出した。

この溶液の濃度は0.0005%-0.0019るである。

ナガジヤコでは、 10立の海水に0.05-0.1grの成熟した生殖素を入れたもの

カ1よい。
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しかし、放卵はこの生殖素溶液で誘発されない。

又、この溶液は熱すると駄目になる。

C山口一登:1957，真珠養殖におけるいわゆる「卵抜きJに関する一考察

(国立冥珠研究所報告 2)

「卵抜き」とは必ずしも放卵、放精の促進ばかりでなく生殖腺成熟の抑制j、

吸収等も含んでいる。

実験に用いたアコヤ貝は長崎県大村湾の 3年生であり、竹寵と金網寵を用い

て行ったO 垂下深度は 1m位である。

竹龍にi収容したアコヤガイは「卵抜き」施術後3週間百より生殖巣の縮少が

起り、挿核可能になるものが出きる。しかし金網寵に収容したものでは殆ん

ど変化なく、又沢山収容しても変らぬ所から、生殖巣縮少の原因は網目が密

であり、水の流通が悪く日光の投射量が少い「卵抜き」竹龍に密度を大にし

て収容する事にあることがやjった。

乃ち.従来の竹寵は期聞がか Lるにしろ、目的を達している。生殖巣が縮少

するのは、;放卵、放精するのではなく、喰細胞による吸収によるものと考え

る。

又、隔日に足糸を切ったものと、切らぬものでは何れの場合でも、生殖巣の

縮少に差は認められぬ。

又、雌民、雄貝による差も認められない。

0和田清治:1957，アゴヤガイの雌雄性と年令及び生長率

(水産増殖、第3巻第4号)

三重県和具地先より採集した 900個の民を用いて、性比を調べた。時期は

産卵期鹿前である。アコヤガイではνロチヨクガイ等と異り、生殖巣の色で

性を区別する事は罰難である。アコヤガイが成熟する年令は l年であり、生

殖機能を有する。年令による変化は年をとるに従って雌が多くなり、 3年以

上の貝では雌雄ほ Y同数である。又、第 l回目の産卵期には雄になるものが

多いので雄性先熟である。

同一年令では大きいもの程雌が多い。

一般に雌雄同体性の 2枚貝では、雄性先熟の傾向が多くアラブラ海のνロチ

ヨクガイでは l年貝の殆んど全部が雄である。

英虞湾に於いてはl個体が1年に2回以上産卵する事、 9月に入ってからも産卵

が続けられる事が考えられる。

カキでは l年貝の中、雌が雄より大型である事、又生長の速い地方のものに

司
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雌が多い事が知られている。※

又、栄養のわるい条件の下では雄の多くなる事も報告されている。※浪

。和田清治:1957，卵抜き及び卵ll:めに関する一考察

(水産増殖、第3巻第4号)

5月-8flの期聞に生殖巣をあまりもっていない貝を得るには、卵止め、式

いは卵抜きをせねばならぬ。

現在、一般に行われている方法は下記の如くである。

1)卵止め:貝を誌に通常よりや L滑に入れ、これを避寒の時から4、5月

まで深い所に吊るか、龍に台をつけて岩地におく(磯付けという)方

法である。

こうして、 5月-6月初旬迄の母貝を得ている。

2) 卵抜き:密にあん7ご竹寵に貝をぎっしりつめて、晴の日には、日中浅

吊りをし、夜間は下げる。尚、 l日l回貝をつめなおして足糸を引きぬ

く、これを毎日行うが、長い時には70日にも及ぶ、この貝は 6月下句

-8月迄の手術に用いられるが、民を著しく表弱させる事と手数を要

する欠点、がある。

以上の諸問題を改良する上に、基礎的な、資料が必要になるが、まとめてみ

ると、

1) アコヤ民生殖巣の季節的消長

アコヤガイは雄性先熟であり 1年で熟成し、産卵盛期は、 7月で第 l回

産卵前の生殖巣は大きく、そのため他の内臓がや与収縮する程である。

産卵には 230C以上の高温が必要らしく、自然の朕態、で第l回の産卵は

晴天が数日続いて水温が急、上昇した時に起る。一つの貝は通常2回又

はそれ以上産卵する。

産卵期の終りには、残された生殖巣は喰細胞によって吸収される。又

産卵は、先づ肝臓部から排出され、核を人れるフクロの部分は後であ

るので、卵抜きは益々難かLいわけである。

生殖巣の;伏態から、 9月10月は、手術の最適期である。

産卵後の生殖巣は再び発達するが、休眠期前と春に発達するものとが

あり、営養条件のよい所のものはその年に再び発達する。この場合、

雄貝が特に多いが、それは、雄生殖巣が早く発達するからであろう。

生殖巣の発達が、温度と密接な関係にある事は、カキの場合唱jってい

※ C田， W. R. 1943. 

召さ※ Amemiya， 1. 1935， Awati and Rai， 1931. 
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るが、水温を自由にかえて、産卵を誘発抑制する事l土、アコヤガイの

場合に役立つと思われる。

例えばカキの場合では、冬に成熟させるために20-220Cの水で飼育し

て、 2-3週間要しているが、 300Cでは{董かに 5日で38%のカキを産卵

させている。

2) アコヤガイの産卵の機構

アコヤガイの卵は放卵直前に成熟する。それ故人為的に取り出したも

のは未熟であるO 又精子も切り出したものは、不活発である。

アコヤガイの産卵は、高水温、卵潟水、・2 精子!程濁液等のがj戟で容易

に誘発されるO

貝を高水温で2.3時間綿育した後30-60分の間隔で、流水C250-300C)

に入れて、卵海水、又は精子懸濁液を作用させる事を 3.4回くりかえ

すと、一斉に産卵を開姶する。温度を急に上昇させたり、貝を弱らせ

たりすると未成熟の卵精子も出す。

又低塩分の海水では産卵は起りにくい。 28-29960ではかなり抑制され

る。

ムラナキイガイ立・※では電気刺戟が有効であるが、アゴヤガイでは成功

していない。 KCl""叫による刺戟はヲニにはきくがアコヤガイには適

さぬ。カキではチロキνン涼み※※が様めて有効であり、ア γモニヤ、苛

性ソーダーを用いて海水をアノレカリ性にする事によって、ホタテガイ、

ムラナキガイの産卵誘発が行われしている。

アコヤガイでは苛性ソーダーを体内に注射する事で放精を起させる事

に成功した。

3) 卵止めの 検討

我国沿岸では10月中旬以降は封流のため、上下層の水がよく混合して

水温が等しくなるから，深市りする必要はない。 深吊りは春水温の差

が見られる様になってからすればよい。又、諸に収容する数は冬期、

冬眠に入るので大差はないから3月に入ってから処置をとってもよい。

冬眠中の生殖巣の排出、吸収は考えられぬから入る前に少くせねばな

らぬ。それ故、 10月頃栄養状態を一時わるくする事である。

※卵を海水に入れた上澄液で、精子にのみ有効で、ある。

※~S~ 夏期貝や資材に多数i約着して害を及ぼす黒紫色の二枚貝。

iii":'※ KClは塩化カリユ戸ムの化学記号。

来記・ ~Æ※ホノレモンの一種。
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4) 卵抜きの検討

卵抜きによる生殖巣の減少は、排出と喰細胞による吸収によっている。

殊に産卵前の卵抜きは吸収である。

排卵をせしむるには、出きるにけ成熟させる事で、そのためには高温

に、そして呼吸の容易な朕態におくのである。産卵を誘発させるには、

細胞貝を用いて高水温中で刺戟を加える事が考えられる。

排卵後は、逆に抑制するために吸収させねばならない。

現在の卵抜きは長い飢餓の1状態におき貝は生殖素を還元して栄養とし

ているので衰弱し、理想、の卵抜きと言えぬ。なるべく貝を衰弱させず

に発達を抑える様に考えねばならない。

。渡部哲光、岡田粥一郎 :1957，綜合アミノ離によるアコヤガイの

人工排卵について(水産増殖、第3巻.第4号)

大五栄養化学のパーノレスパン及び法射液を用いて排卵実験を行った。

夏期に.5~15%の詑射液を作り、 0.5∞を貝の足部筋肉内に注射した結果、

何れも60%以上が 15~30分後に排卵を始め、約30分~l 時間放出を続けた。

然し大量に処理するために、粉末の溶読を作り、浸潰する事にした。濃度

は0.02~0.5%で30~1時間後に排卵した。

1) アミノ酸海水濃度

0.02~0.07%が最もよいo

D 比重

低比重の場合は閉殻するのでσ1;)= 1. 021以上に有効。

3) 水温

6、 7 、8月の成熟個体については 25~280Cが最も有効。

4) P. H. 

アミノ酸を加えるとP.H.は低下して貝に不適となるから、炭殺ソーダ

等を加え、 P.H.=8.0~8. 3にして使用する。

5) 処理方法

大量にする場合、大型水槽に0.02~0.07%のアミノ酸海水溶液(炭酸

ソーダーを加えたもの)を入れ、これに 11時間浸水し、(海水量は貝i

介に封し海水2立とする)その後、別の大型水槽に移し、流水ポシプで

新鮮な海水を入れる。この場合、比重、水温、 P.H

るが、範囲内で変化を与える方が有効である。

この場合、使用貝は竹龍による卵抜き処理のものより、通常飼育のも

の L方が有効であり、難死は全くなかった。
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0和問清治:1953. i/ロチヨクガイとその漁業について

(水産増殖議書、No.l)

産卵期:真珠貝類は熱帯亜熱帯に棲息する生物で、最高水温時、特に水温

が上昇傾向にあるとき産卵するものが多い。種類によって年 i回のも

のと 2回のものがある。

I回のものは、アコヤガイ (6月-8月)、ハワイの真珠貝※ (7、8月)、ぺ

エネズエラの冥珠貝子※ (5月-9月)、である。セイロシ莫珠貝※※廷でで

は7、8月及び12、1月の 2回産卵が起る。オーストラリヤのクロチヨク

ガイでは水温上昇の11月と下降し始めた5月の2回である。 νロチヨワ

ガイは周年産卵する様1'~が，オーストラリヤでは 10月下匂以降と見ら

れる。セレベスでは12、1月が盛期であった。オーストラリヤの一種孔

では、 7、8月に成熟し、 9、10月に産卵する。

欣卵:各種の真珠貝で水温をと界させたり、精子懸器液，卵海水等によっ

て放卵、放精を誘発させ得る。

。ジノレベノレ、ランソ :/':':2:1954，仏領太洋1')刊に{更してツアモツ諸島の

礁湖に於ける真珠貝について

0954年l月20日講演)

クロチヨクガイの卵子は59ミクロンの大きさを有し、梨型を呈している。

精子は長さ 5ミクロシ、鞭毛によって活滋に動きまわる。 5-6才の真珠貝は

数千万個の卵を産むことが出来、雄の出す精子の数はこの十倍以上に達する。

卵も精子も水中に放出され水中で受精する。ツアモツでは産卵期は10月から

2月である。放出された卵子百万個につき1-10個だけが成貝になる。

。大五栄蓉化学株式会社腕:1957. パールスパシの使用法設に効能

溶液限度:0.02-0.07%が最適。

水温及び比重:250-280C、1.0田l以上。

6月中、下匂は低比重であるから、食塩を加えて高める必要があるo

P H:炭酸ソーダーを加えて、 PHを8.0-8.3にする。

貝数と溶液量:11時間浸潰するのに員 1備に針して最少限 0.3立以上の落液

カミいる。

辺 PinctadagaItsoffi 

きii'"Pinctada radiata 

ふ~:i※ Pinctada vulgaris 

込1Pinctada albina sagillata 

子2フランス国立自然科学博物館動物学部次長。

州大阪市東淀川区堀上通3の10
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貝;生嫡巣を成熟させてから用いる方が有効。

浸漬方法:(1) 4-5月頃の未成熟な場合

未熟であるので0.02-0.07%の漆液に 1時間の浸漬を3日-1

週間おきにくりかえし、熱度を高めてから排卵させる。

濃度を高めても無効である。

(2)成熟期或いはそれ以降の場合

30-1時間の浸漬で排卵する。もし排卵しない時は1時間浸漬

後、通常海水に返すと殆んど出す。

流水タンクにすれば一層よい。

時間的には今日排卵させたものを明日使用するとよい。

効 果:(1) 排卵促進。

(2) 貝の生長促進。

(3) 真珠層の巻きと色調を良好にする。

(4)抵抗力を強くし、夏期終死を予防する。

tt 一重;(1)溶液は腐敗し易いから新鮮な溶液を用う事。

(2) 繰気を吸い易いから密栓する事。

0宮内徹夫※:1957.卵抜きに関するー提案

(本誌、第3号)

放卵、放精に効果があると考えるものは次の通りである。

1.生物学的要素:(1)密集収容、足糸抜取り

何れも貝を苦しめるので衰弱させ、良い方法とはいえ

ぬ。しかし大珠作業には足糸抜取りは必要である。

(2)他の貝の放卵精

カキでは高槻博士制によって成功しており、卵、精子

中に放卵誘導物質が含まれている事が明らかにされた。

2.物混学的要素:(1) ;水温の変化

※三重大学水産学部

アコヤガイの放卵放精刺戟として有効である。

(和田清治)

ガノレトソブによればカキの場合、急激にlOOC内外水温

を上昇せしめると有効である。

モガイ※※※では、温度刺戟により、殆んど2時間以内で

・・高槻俊一，牡螺(技報堂発行)

アカガイの仲間でサノレポオというこ枚貝の通称。

岩田清治外:藻貝の種滋育成と発死原園調査報告。
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産卵する。

ムラサキイガイ※でも温度上昇後1時間前後で放卵する。

(2)比重の変化

インド地方では7-8月頃カキの産卵が季節風による低

比重のため一時中止される。

(3)電気刺戟

ムラサキイガイでは20ボルト以上で5秒以上刺戟する

と、殆んど全て放卵ずる。※※

しかし、アコヤガイの場合は不成功に終っている。

(4)光線の変化

(5)潮流の変化

オノレトンによればカキでは満月時の満潮時に多く産卵

放精する。

三重水試はアコヤガイの自然放卵は大潮時潮汐流が大

きくなって、その刺戟で誘発される。この場合水湛250C

位で断続的又は継続的に経過せねばならぬ。

最近、外洋水域利用の卵抜きが行われているが、イケ

ス内の水流が刺戟になっていると考える。

3.化学的要素;(1)薬品作用

岩田清二氏によれば、乙ノオフキ、ハマグリ、パカガイ、

ムラサキイガイ等にて種々の薬品で実験されたが、ア

コヤ貝の場合は効果はない様である。

総合アミノ酸(パールスパシ)よる実験※※※は有効で

あり実用化されつ λある。

岩田氏によれば、アジモニヤ海水を用いれば効果はあ

ろうとの事である。

0加藤修幸lkl: 1957，立神地区で現在行われている

卵抜2止法について(本誌第、3号〉

1) 4-6月上匂に施術を行う貝の抑制

前年秋10月頃放卵後、金網寵にや L多く入れ、低水温の避寒漁場を選定

※岩田清二，ム予サキイガイの放卵放精第9報(白木水産学会誌第17巻、第3号)

※※岩田清二，ムラサキイガイの放卵放糖第2報:日本水産学会誌第15巻、第9号〉

※※※山口菊男，ニ元湯幸(三重大学水産学部)

京1加藤真珠、立神
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して避寒し、春に帰った貝は卵抜寵に8分自イ立に入れ、筏に深吊りする。

その後、寵の表裏を吊り返えし、足糸も切る。

2) 6-8月に施術する貝の卵抜き

5、6月では手入を多くする方法と、環境を利用して卵抜きを行っている。

水温差を利用するには、表水温が上昇し 30C位の差が出きた時表層に浅

吊りするか、海岸の水温が 4-5。上昇した時に地いけする。

時間は午后2時頃がよい。

比重の差を利用するには、河口に近い所(15.6)に 3、4日、外海に近い

所 (23.0)に3、48移動する。

3) 8、9月の卵抜@'

上層水温が高温であるから深吊りにしたり浅吊りにしたりする事によっ

て抜ける。

4) 10月の施術貝

自然放卵を行ったものを用いるが、放卵後 1週間位養生したものを用い

ないと艶死が多い。

0山口菊男:1957.総合アミノ酸(パーノレスパン)による

アコヤガイの人工排卵(1)(2) (本誌、第4号)

3年生アコヤガイを用い、種々の実験を試みたO

1) カリワム塩による人工排卵

各種の薬品による実験に於いて、何れも効果がなかった。

2) 総合アミノ酸による人工排卵

総合アミノ酸中のどのアミノ酸が有効であるかは明らかでないが、アノレ

ギニンが作用すると考える。

艇の繊毛運動から、最適濃度は0.02-0.07%である。

4、5月の未熟な場合は0.07%蒋液に毎回1時間浸漬、これを3日間隔で2週

間続けた所10%位排卵した。

排卵効果を高めるには、貝の収容度を少くし、成熟させてから処理をす

る。処理の場合、低比重であると閉殻するので、1.∞21以上であり、且、

水温25-280C、5-15%の溶液を出射した所、何れも15-30分後に排卵を

始め、 1時間継続された。

又、 0.1-0.5%の海水溶液に浸濃せる場合も60%の放卵を見た。

大型タシク実験によれば、 0.02%以上の溶液で50%の放卵を見た。

こうして排卵した貝に翌日挿核した所(袋1.3分、ヲカν1.1分、 3年貝、
8月11日、 29.50C)アミノ酸による排卵員は衰弱がなく、生殖巣も広く、
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容易であり、珠の品質も差がなかった。この海水の PHは8.0-8.3の間

にある事が望ましい。 PHはや L低くなるので (7.3)炭酸ソーダーを加

えて、海水と同値、乃ち8.0-8.3に直す方がよい。タンクの溶液中に長

時間没潰すると衰弱させるし、 j夜を汚すので 1時間位で流水タンクに移

す方が効果がある。実際に効果のあった例は91%が排卵し72%が挿核出

きたのである。

uYamamoto， G. : 1952， Furtll~:r ~tQclY_~I!J:l1_e Eco!<>gyof Spawning in 

the Scallop， in Relation to Lunar Phases， Temperature and Plankton. 

山本i護太郎魚、ホタテガイの産卵について

(東北大学理学部紀要(生物学).19(3)) 

水温の急な上昇により、放卵する事を認めた。

5日間に0.80C以上上昇する場合に放卵がみられ、 0.80C以下の場合は殆ん

どしなかった。

uYamamoto， G. : 1951， Induction of Spawning in 

the Scallop， Peden ~essoeηsis Jay. 

山本護太郎、ホタテガイの産卵誘発

(東北大学理学部紀要(生物学)19(1)) 

水温の上昇 (0.5-1.OOC)のみによって産卵誘発する事が出きた。

湿度刺戟に於いては雌よりも雄の方が早く放出する。雄では刺戟後20-90

分、雌では1-2時間たってから放出する。

PHの低下は産卵を抑制する。

0相良)1辰一郎料:1958， NH40H液※※による二枚貝の産卵誘発

(日本水産学会誌、第23巻第9号)

苛性ソーダ一、アンモニヤ水等を用いて海水のP廷を高め、水温も高めてホ

タテガイ(木下)、モガイ、ホトトギス(日下部)、アワビ(猪野)の産卵誘

発がされている。

千葉県のアサリ、ハマグリ、 νオブキ、バカガイ、ヤマト Vジミ、ヲネナν

トマヤガイ、カキを用い、アシモニヤ水による放卵を試みた。

νオフキでは 5/10∞-1/1∞Nの海水処理で50%の放出をみた。放出迄の時

間は10-60分である。

パカガイて:I'i週土堕笠豆盤出をみた。

※東北大学理学部助教授。

※※東海区水産研究所技官

※※京アンモニヤ水
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カキは3/10∞-111∞Nに於いて20-40%の放出がみられ、約15-80分か Lっ

すと-。

ヤマト νジミでは、カキと開濃度で約20-30%放出し、 1時間以上たってか

ら出すものが多い。

アサリ、ハマグリは海水処理では放出せずアサリに1/10-1/1∞Nのアシモニ

ヤ水を2cc位注射すれば10-40%の放卵をみた(10-70分後)。

ハマグリでは1/5-1/1∞Nで15-40%を放出した。

人工放卵によって得たνオフキ、パカガイの卵、精子の人工受精は、切り出

した;場合より優れている。

又、アサリ、ハマグ?では切り出しによる人工受精は緩めて困難であるが、

上記の方法によって得られた卵、精子による人工受精及び発生は正常に行わ

れる。

0国立翼珠研究所:1955，真珠養殖に関する Vシポジューム記録

(現行真珠養殖法の吟味)

尾間方七:(五ケ所湾真珠研究所長)

現在卵抜きは業者にとって一番大きい問題で20年も請から行われて

いるが、いまだによい方法がみつからぬ。卵抜きが巧く出きれば、

7月迄の春作業は従来の3、4倍出きるのであるが、よい方法がないた

め、例えば、 5万の貝をもったとしても2万しか作業出来ぬのが現肢

である。 8月以後の卵の抜けたよい時期は能率が上るが、 4月から

7月迄の卵をもった時期はしにくい。この針策として多い自に寵に

貝を入れ、英虞湾で越冬させた貝が偶然卵をもたなかったところか

ら、 4月から6月迄の分は抑制し、 7月以後は人工排卵するという事

になった。抑制には11尽の避寒前に貝を普通より多く 2∞位寵に入

れ、冬最低lOOCになる所を選び9尺位に吊る。

2月始に大きい汚れをとる程度にl度予入して 4月迄おく。そして使

う前に掃除すれば 5、6割が使用出きる。排卵の方は竹寵に 2∞位入

れて天気のよい日は臼中浅市りし、夜は吊下げる。これを毎日くり

かえず。すると温度差のある時排卵する。貝が排卵するのは水温の

影響が著しい。昭和9年2月真珠員を横浜からパラオ迄流水タンクで

もって行ったが、東京湾を出て水温120Cになってから海水を通L始

めた。 6昼夜の航海中毎朝1回海水を止めてタンクの掃除をした。

3、4日目小笠原附近で掃除後、タシクに海水を流した時排卵をみた。

この時の水温は22-230Cであった。
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自然吠態では7、お月の排卵後、十分回接した8、9月の母貝の欣態が最

もよい。温度による排卵も他の色々の条件に支配されるので実際は

なかなか難かしい。

小林新二郎:(北大教授)

もう lつ今の方法の欠点は、 11月から不自然な!伏態におくので相等

犠牲貝が出る。

体 一正:(滋賀大学教授)

抱卵、排卵とかの組織的な機構が調べられていないと解決がつかな

いが、脊推動物?ごとホノレモン注射によって促進する事が出きる。

小林万作:(神明.冥珠養殖業)

松井先生、さっき林さんのいったホルモシ注射による排卵の研究は

続けているか。

松井佳一:(日本真珠研究所長)

やっているが、人間に使う脳下垂体ホルモシで出た時と出ない待が

あり、 KClを注射した時、卵は出るがもどらない。温度を上げる方

法が一番ょいと思う。

次に生殖腺ホ jレモンをやる方法1:::"が、アメリカではカキを排卵させ

るのにこれを与えてやっている。

これは川本さんがやっているが、もう lつ温度が上ると誼ぐ排卵し

たというのは卵が発育しているので排卵のチャンスを与えればよい。

尾田:私のは 2月でも卵が出たの1:::が、熟しているかどうか調べなかった。

松井:それも熟しているのです。冬でもカキ、アコヤガイは排卵する。

そして生殖巣はある程度熟している。

抑制に足利さんのやっているグリゴーグン栄養が関係している。

尾田:卵をもたせるのはわけないのr。煮干しをつくっている工場の前に

卵を抜いた貝を垂下しておくとすぐに卵をもっO 煮干しの出し汁が

流れていくから。

小林(万):人為的に排卵させたのはすぐに卵をもっ。

翼珠袋が幾日で形成されるか知らぬが、排卵した貝に手術する。

するとすぐに卵をもってきた貝がその卵を莫珠袋に巻き込む。この

珠はνミ抜きをしてもなかなかとれぬ。水温、比重、何度の時に真

珠袋が何日で形成されるか。手術直後の静養をどうすれば卵をもた

ぬか。直後に深吊りをすると真珠袋の形成がおくれ卵ももたぬ。

こういう方法をとっているが科学的な検討を願いたい。
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尾田:排卵させる時、龍をあげ、おろしする丈でなく貝を取り出して足糸

を切る。切る事は排卵車iJ戟になる。同時に糸を切る事をしないと大

珠を入れる時に邪魔になる。糸切りをして、3、4本:糸が出たものが回

復の頃合で、貝の肉にふくらみが出きて一番入れやすい朕態になる。

小林()j):足糸排拾の方法として大月さん※が特許をとったのは、本当は

排卵が目的であった。藤田兄弟※※らによって挿入核の方法が.今

の方法に移った頃だが、その時から現在も前進していない。

和田清治:(鹿児島大学助教授)

業者が産卵期の前に貝をいじめて卵抜きをしているのをみた。その

貝を調べると生殖巣は磁かに少い。この中に喰細胞が多い。

故に、この方法は貝をいじめて排卵させるのでなく、喰細胞にたべ

させて吸収させているのである。

尾田:その時期は…...

和国 :6月頃です。業者にきくとこの頃排卵しているのをみないと言って

いる。これは吸収させたわけ亡。

尾田;卵抜きの時貝を弱らせすぎると、排卵でもどした貝な静養期聞を与

えずにくりかえして工場に入れる事もいけない。貝が弱って一層排

卵しにくい。

足利千枝:(大阪市立衛生研究所)

軟体部のグリコーグン量が減少する時に排卵する。

グリコーグンは排卵の準備のために他のものに変化するから?ご。

和国:温度を急に上げたり、精子懸渇液、卵海水などの刺戟によって産卵

させる事が出きる。

雄の方が磁より出しやすい。産卵するためには卵、精子が成熟して

いないと駄目ピ。

そして、この刺戟は成熟の車l戟にもなるのでくりかえしてやれば排

卵する。

0山口正男:1955，アコヤガイの養殖とその真珠(水産増殖叢書 No.9)

第 5節生 殖

1) アコヤガイは雌雄異体であり卵生である。

2) 性比;雄は10%多い。 (P.vulgaris， Herdman) 

総100に封し雄3-4(P. vulg.'aris， Kelaart) 

※大月菊男:大月真珠社長

桜※故藤田輔位、昌世(琵督湖真珠社長)
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雌65.39昔、雄44.7 % (P. galisザji，Galtsoff) 

小形貝(雄多)、大形貝(雌多) (ν ロチョウガイ、和田)

雌859昔、雄15%(五ケ所湾アコヤガイ、山口)

雌799昔、雄21%(阿曽浦アコヤガイ、山口)

3) 性の転換:変らず (P.vu抱-aris，Herdman) 

変る、雄性先熟 (ν ロチヨワガイ、アコヤガイ、和白)

母貝(雌多)、若貝(雄多)(アゴヤガイ、山口)

雄→雌 40.7%}
} (ν ロチヨクガイ、和田)

雌→雄 12.5%J

4) 卵 : 未熟の時は洋梨形、成熟すれば正円

大きさは平均0.048mm

5) 精 子:全長0.060mm頭部、中間部、尾部よりなる。

6) 産卵期:5寸月頃で、三重祭下では6-7月頃が盛期である。

第 6節発 生

人工受精は、アジモニヤ海水を用いる事により容易になる。

1110，0∞-111.∞ONの濃度で 30-1分間の処理で 90-1ω%の受精率を得

た。(和田)

発生の適水温は28-300Cでらり、受精後20日間で完全幼生になり25臼で附着

した。

。高槻俊一:1943，貝の生活(河出書房発行)

第15意 貝の発生

水温は産卵放精の動機である。

比重の低下は産卵を抑制する。

精子は卵の放卵を誘発する。

精子の放出は卵液によって誘発されるが、他の高等動物のホルモシ剤、蛋白

質、糖類等でも効果がある。

C和田清治:1954-56，二枚貝の受精の話 (1)-(8)

(鹿児島県貝類同好会会報、第3巻~第5巻)

アコヤガイでは250-300

Cの高水温の Fに精子懸濁液を作用さすと容易に放

卵する。而し1回の刺戟で産卵するものは殆んどなく、 2回以上くりかえして

一斉に出す。又、海水は流水式にせねばならぬ。

雄は卵海水によってよく出す。

カキでは高水温の中で何日か飼育すると、産卵期前でも産卵する様になるo

vロチヨヲガイでもアコヤガイでも切出した精子も卵も未熟で、 0.5XlO-3N
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のアンモニヤ海水に50分位つけたものがよく受精した。

パラ才ではクロチヨワガイで1.OXlO-3Nのアンモニヤ海水で人工受精に成

功した。

アジモニヤと苛性ソーダ海水とでは、アジモニヤの方が短時間で受精率が高

く、 10分で90%であるに反し、苛性ソーダでは20分以上を要した。

塩化アンモニュームを用いれば海水の PHと同じ濃度(lO-3M)で受精率が

最もよく、 PHの上昇が必要でない。

この様にアンモニヤが作用するのは、細胞の原形質膜を構成している主要物

質である Yポイドに溶けるためだとも、アシモニヤ分子が小さいため入りや

すいと考えられている。

最近の研究により、受精の際精子は頭部にある尖体が失われて細糸を出して

いる事がわかった。(尖体反応と呼ぶ)。

この尖体反応を起す刺戟として、卵とふれる事、卵海水、カノレνユームの添

加、 PH上昇、アジモニヤイオン等があげられる。そしてこれ迄精子が卵内

に入るのは卵からl本の糸が出て、その先についたlつの精子が引っぱり込ま

れて受精すると考えられたのはあやまりで、この糸は精子の頭から出るもの

であった。

受精には、この細糸が卵の膜につきさ Lるが.真に受精する iつを残して他

の精子の糸は短かくなるわけである。

受精する精子は唯lつであるが、卵にl、2個の精子が附着したのでは受精は起

らない。平均5、6個がつきさ Lって、刺戟になって始めて起るし、又充分濃

い精子をかけても作用さす時聞が短かいと受精は起らない。

受精の際、精子の先端からライ νンという物質が出て、卵膜をとかして中に

入る事が明らかになった。

他の種類の卵と精子は、尖体反応は起さず受精しない。これは、卵の膜の表

面に尖体反応、を粗iとする物質が存在するからであろう。

以上のベた受精時にみられる精子の現象は別種の卵に射しては全然起らない

のである。
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a あこゃがいの食欲恢復 ; 船越地区は業界でも金の問題でえらい

3月末にアコヤガイの粁晶体

が全く消失している貝がが17

割もありましたが、 4月末の

測定では全部の貝に健全な形

の粁晶体が現われ、叉摂餌の

試験では捕食した餌を約l時

半もすると糞として排出する

のが見られました。

この様に4月下旬ともなれば

食欲も大いに恢復したことが

うかがわれます。

えらいと噂されているので噂の通り当

年ものを出来るだけ作業しなければと

殆んどの業者は無理な作業をしている

様思います。一例水温14.0C位で核入作

業を行っていた工場は業者の 10%位

(推定)160cで5、60%佼かと思いまし

た。死介が出ないから良いと云ってや

って居りましたが、果して結果が思い

やられます。 5月に入って200C線を越

えましたので全工場全力で作業してい

ます。サイズは7、811査の処と鹿玉 (9恩
-1分211主位迄)が多い様です。

船越の場合業者の90%位は手持母介も

少いのですから計闘して入核作業すれ
(多徳にて太田技官)

一一一一一一一一一一一一回十一一一一、 ば良いのですが、種々な関係

布施田地区では2、3目前か ;地 ! で憂から作業中止しても当年
i 区 i

ら卵抜の準備作業として竹 i ニ i ものを l聞でも多くと頑張つ

籍の入替、金網鰭の収容密 j ユ l ている現状です。

防高くして深吊、地生等 i ス j (富士水産田中正司)

の作業が初まり 5月下旬か ~一一一一い一一一一一一一一一一一一---1
ら施術する母介の仕立に各工場が初め

ました。母介の貝掃除が終り、只今作

業貝の貝掃除に掛りました。

昨年早く掃除を行って死亡介を出した

事から避寒作業の貝の至宝弱がなをり、

英虞湾の水温漁場になれ水温気温のと

昇をまって初められ、避寒から帰った

施術された貝は15日以上の養生期間を

まつのが良いと想われ水温170
C以上に

ならないと適しない様に感じて居りま

す。母介はある程度の低水温気温でも

玉入れ作業状況

船越地区は4月10頃より始め

。
た

母長は全般に衰弱気味であ

る。

特に考えさせられることは浜

島地区のニウ漁場越冬貝は弱

く、玉入れ作業困難であり、

主として五ヶ所湾方面の越冬

E 
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Z 

' a 
E 

' a 
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死亡は無かった。

t布施回 田辺時生)

貝を使用している。

(紛越山崎蕃也)
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リップ良と金網簡にて飼育せ

る母介を陀様に仕立作業する

もストワツプ貝の方が死亡脱

核共に多い事が当ヱ場にて表

われて来たので・母貝の仕立な

り養生面で、今後加減して右

の欠点をカメ戸する様にもっ

て行くべく種々の方法をこ L

ろみ今後の処置を考え仕立に

於いて叉、養生期間に問題が

ある様に想われる。

(布施回 田辺時生)

本年度も作業期に入ったの

ですが、去年度i度寒前に卵

抜として2年介を竹績に1籍
当り200-2叩個見当入れ、

い為再び卵をもちだしたのか?)こち

らに帰ってから4年介を同様竹籍に150
個宛入札卵抜に仕掛けたが約1週間

で完全に使える程度までに卵が抜けて

いる。この介は老介の為かも知れない

が …/J、生、水産、生物的な詳しい事

は専門外の事なので、確かで、ないが、ど

の様な手入をすれば良いか、同様の御

問合せなり、それに対する御返答があ

ればお教え願えれば幸と思いますが。

倫鵜方地区の研究会々員名を知らせて

いた rければ幸と存じますが、と云う

のは出張研究会の通知など使用と存じ

ますので (みのる真珠中村重明)

現主E当工場では貝掃除並びに掃核作業

の準備を行っている。当工場の本格的

な作業は 6月下旬頃からやる予定で、

現在その準備に大童である。

(海況)

3月初旬から下旬にかけての"、温が例

年より低くかったので、今後の養殖面

に支障がこなし、かとうれいていたが、

最近の水温のと昇でその心配もどうや

らうすらいで‘きた。

(その他)

現在作業員数名が毎日試験

(富士真珠脊木駿)

た。

命責任者は「林利女」、「太田

敬一」の両君で差当り「海洋

観測J、「水深l.l1Jによる作業貝

の影響j、「貝掃除の作業員に

及ぼす影響」を実際面につき

研究に着手した。

(五ヶ所字国隆)
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試験養 殖核入作業完了.ク

三重県水産試験場、国立真珠研究所の計iFi実施に研究会が応援して行う今年

の真珠養殖の重大な研究の lつである試験養殖の核入作業が5月1日から若手さ

れ l日には水試側とi高山国立葉珠研究所長、太田研究課長、研究会より核入

作業指導として白畑良氏、この作業工員として挿核技術者6名、栓蒸し2名、細

胞切り 2名、計10名の技術者を康助して下さった富士真珠の研究部青木氏等に

より作業打合せが行われ、 2日より作業に着手、 5月11日大体l万3千介程度の作

業が出来たことは先づこの研究に 1つの確実性を見たこと L して業界の為に麗

ばしいことである。堀口博氏と私は相携えて 9日現場を視察、水産試験場に於

て山口氏よりいろいろと作業の点について御伺いし、ステーνヨYの件等につ

いて打合せを行った。

この作業は11日完了、浜島に於て養生の後、大体 5月下旬に各試験地に配置

されることになるわけで、今年末に於ける浜揚げ時の研究成果は真珠研究会で

いろいろの面に取り上げられて、会員諸君の参考となることが多いこと L思わ

れ、今からその成果が待ち遠しい。因に試験養殖の概要は左記の通りである。

1.目下計画中の試験地(計'36地点)

@一般試験地

曽根、三木浦、 51本、長島、古和方座、神崎、阿曽、桃取、鏡浦、管島、

迫問、船越、杉の浦、五ケ所、棟、的矢、的矢奥、国府、畦蛸、浜島、

越賀、片回、船越、立神、神明、鵜方、布施問、和具、波切(計30地点)

@特別試験地

多棒、神明、関崎、御座、浜島、五ケ所湾を予定して居るが、この地点は

更に検討中である。

2.各地点には二層に分けて6寵宛垂下する。

3.貝掃除等は試験場が行う。

4.海洋調査分科会の観測を試験の参考とするは勿論、試験場、真研が行う。

懸濁物質調査、その他海洋調査をあわせて行い、この研究に広い観点より

メスを入れる。

5.母介は120掛程度のものを使用し、核は1.4分2個人れとする。

(山本文栄記)
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英 虞 湾 観 誤t 表 1958年 3月27日施行 三重県水産試験場

。英虞湾 の概況 t也 占

!l  i2l314l516  
7 8 9 10 11 12 13 14 

水温は前回観測の低水識から見 封由 名 浜島 迫 子 矢 取 湾 口 越 質 問 崎

ると急激にと昇して 5m以i美は
担寺 表日 9.22 9.49 

各iJ¥1]点共に 13.5
0

C前後の水平

分布を示しているO 昨年同期に
Om 14.0 1.3.8 13.9 

水 7st 2m 14.0 13.9 14.0 
比較すると1.5-2.0

0

C高汎で 。C 5m 14.1 13.8 13. 9 
ある。 の応用sr5には流動が J~去 13. 8 12.5 13.9 

思く 120C程度の水脱が停滞し om 18.82 18. 73 18.76 

ている。 塩素盈 2m 18. 75 18. 73 18.79 

i主素量は18.5~品前後で安定して
先。 5m 18.86 18. 73 18. 78 

民 18.95 19.03 18. 87 
いる。

酸素量は過飽和服態のところが
証書

多く変化は認められない。

Planktonに就ては組成を見る
素

と、例年の如く、 EucampiaZ-

oodiacusの出現が目立ち 50% fz 
を占めているO 共の他の政誌と

しては、 Ch.affinis， ch. spp， 

Nitzschia seriata，等が苛過に
P. H 

見られ動物性として、外洋水の

影響のある地域に夜光虫が多早

出現している。湾奥部に於ては

Eucampiaは扱く少なく Ch.-

affinis， ch. didymus， ch.spp. 

等が80%を占め、誌の{也、巻貝

の larvaが多量出現して米て

いる。量的には、先月よりも全

体的に少なくなっているが湾口

間近は、比較的多く、内部にゆく f主 [弓 ブ1 N-3 剛山 WNMWNW-|W2|日 間 W-?山 NNW1w3
一一一一一一一一

に従い順次少なくなっている。 雲 蓋: 9 9 8 1 _ _  9~i~_7 9 I 9 I 9 9 
年間王子均監と大奈はない。

o 0 10  0 0 0 olBC  
一一一一一一一一一

天 上;;':1含 。 o I 0 I O!  (l 。
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五ケ所湾観測表 1958年3月31日施行 三重県水産試験場

t1h 占 101 102 103 104 105 106 107 

@五ケ所湾の概況

水誌の 5m以浅は英虞湾
士也 名

と同様の傾向にあり!高層 if:J' ";1;(1] 

は表国7Jくより梢々 (i当j品i

で 140C級となっている o m 14.1 13.4 13.9 13.9 13.0 13.7 14.2 

塩素i誌は外洋水の1111入が i誌 2 m 14.0 13.5 13.9 13.9 13.2 13.8 15. 1 

あり湾口部はかなり向く 。C 5 m 13.9 13.8 13. 9 14.1 13.6 13.7 14.1 

泉は宿 (stl02)foトJi止か j氏 14.2 14.3 14.4 14.5 14.4 14.5 14.5 

ら底???水品:となって汚奥
o m 19. 13 18.83 19.∞ 18.93 18.59 18.66 17.85 

に潜水にいる。 塩素 JFd 2 m 19. 17 18.91 18.90 18.田 18.69 18.77 
Planktonは Eucampia

18.95 

O/f 00 5 m 19.05 19.05 19.00 18.98 18.90 19.01 19，05 
50% Ch. socialis 40% 

底 19.19 19.07 19. 19 19. 19 19.25 19.19 19. 19 
と、此の 2 が予約んどを

1)]め、;主的には、年間王子 プランクトン
17.6 11.4 2.2 

沈澱量: ccjm3 

:lbJより少ない。

又奥部では Ch.socialis i水 深 20.く 22.5 18.5 17.5 19.0 

はや L少くなり、 Euca-

mp泌が 80%に占めてい
色 9 6 7 10 8 

るo JI~の他は Coscinod-
透 明 度 7.9 7. 7 8.5 

iscus， Bacteriastrum等

である。 波浪ウネリ 0-1 1-1 1一一O 2-0 

ヌ臼L 

風 向

喧ニム苦ベ
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.t:::.. 
コ弐 報

1. 4月基礎研究会分科会例会

4月14日、国立真珠研究所に於いて開かれ、水産試験場の木村技官より三

重県各湾の水中j怒濁物質と漁場の良否に関しての研究発表があり、次いで国

立真珠研究所、和田i古爾氏より初期の真珠形成及び真珠構造の電子顕微鏡に

よる考察とスライド説明が行われた。

午後より第2年度第I期計画について検討を行い、 5月例会担当は国立真珠

研究所が『アコヤガイの生殖腺に関する諸問題Jについて発表する事に決ま

り、次いで木村技官より試験養嫡についての説明があり、 5月中旬頃迄に具

体的に着手したい事を明らかにして、午後3時間会した。

出席者

国立真珠 研 究 所 : 高 山 、 太 田 、 丹 下、沢田、植本、

町井、和田

県水産試験場:木 村

県立水産高校:伊 藤

御木本真珠:横尾、井村

佐藤養殖場:岡 山

富士冥珠: 青 木 、 茶 木

杉本真珠:杉本(片田)

研究会:山本(文)、丸山、阿部、谷

33年度第 1期計画

月 tE! ゴ、 議 題

5 国立真珠研究所 生殖腺に関する組織学

6 三重県水産試験場 米 定

7 三重大又は他 米 定

土 真 珠
漁母貝育成、ピ{スの外部抵抗
場に於ける垂下層別生長について

2. 4月研究発表会

33年度第1回の例会は 4月21日午前10時より、伊勢市真珠会館3階に於いて

開催された。そろそろ作業も始まり出席率も悪いが……と懸念されていたに

もか Lわらず多数熱心な会員の出席を見て盛会であった。何よりも第2年度

を迎えての第 l回として有意義であったのは座談会を行った事であった。
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会員の意見を多少でも開く事l主役員として非常に参考になり、会の運営にも

熱を入れる諒にもなるので大いに喜んだ次第である。今後の例会及び各地区

への出張の際には必ず行いたいものである。

講 i資

1. アコヤガイ及び其の他貝類の外套膜に於けるカノレνユームの分イIJに

ついて

県立三重大学水産学部 辻 井 禎 氏

多数の写真を用いて話を進められたが、ピ…スの採取位置にも大き

な影響を及ぼす事であり、この様な所迄養殖業者が関心を持つのは望

ましい事である。

2. ピース貝と母貝の年令差による珠の品質について

長崎に於ける真珠漁場について

国立真珠研究所研究課長 太 田 繁 氏

今回、長崎の大村支所より、国研へ街]転勤になり、伊勢部会として

もいろいろ御指導願う事になったが、早速、御無理を願って長崎での

業績について話をお願いした。

ピース貝と母貝の年令差については既に前月号に紹介したが、更に巻

き以外の品質についての結果を発表せられ、その結果、ピース貝の影

響よりも母貝の影響の方が大きい……という事であった。これに射し

て、会員の考えも同じであると思われた。引続いて長崎のj魚、場につい

て総括的な説明があり休憩に入った。

3、 外套膜の採取部イ立について

誌に垂下される貝の数と巻きについて

県水産試験場伊勢湾分場長 宮 村 光武氏

4月の水産学会年会に於いて発表されたが、最近、養殖条件と珠の品

質に関する研究が盛んになり、一般の成績も思わしくないため、一層

関心が深いので 研究会に於いても講演願ったわけである。いづれ平

易に、御寄稿下さる答である。其の後、 1時間に亘って座談会を催し

た。先づ、各常任幹事より、通達事項があり、次いで山本(文)氏の可

会で会員の意見を求めた。

(通達事項)

1. 海洋調査分科会開催の件

2. 基礎研究分科会の件

5月は 29日に、国研に於いて行い、議題はアコヤガイの生殖
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線に関する諸問題について、国研の発表がある。出席者がごく一

部の人に限られているので、もう少し一般の人にも拡げる事にし

て各地区幹事にも通知を出す事にする。

3. 経営研究分科会の件

新たに本年度より発足する分科会について説明した。 5月6日に

設立打合会を開催する。

4. 会報の件

第3巻も内容を一層充実するため、会員の研究発表や、ニユー

スを出して頂きたい。

5. 地区幹事選出について

未決定の地区について検討した。

6 出張研究会について

隔月の出張について、先づ来月は五ケ所地区で開催する事にな

り、講師に高山氏をお願いした。 7月は和具で、 9月には紀州地区

(引本、長島)、 11月には浜島を予定している。

(主要な意見)

高山活夫(国研所長):基礎研究のメシパー構成を拡げて一般にも

案内肢を出し、都合のつく人は出席してもらいたい。一定

の線を引かずにやりたい。

最近の研究会の行き方は話す人や出席者も定ってきたし、

話しも講演会形式になってしまったので、今年は皆様の意

見を活1設に出し合って行きたい。

更に会員の研究も望みたい。

幸田隆(五ケ所):神戸、東京と連絡をとって、珠の売れ行きを調

べてもらいたい。そして挿核の参考にしたい。

「真珠」にも時点発表があるが東京より資料をもらって発表したい。

浜田信治(中津浜):私は内瀬、磯と連絡をとって貝の生長喪等を

調べたい。

浦谷達治朗(立神):全国真珠の珠の評価がまちまちであるので研

究してほしい。

佐藤忠揚(代表幹事):私は評価委員であるが、詳細にはナシプノレ

があり比較するが、出品された l点のごく一部を見るの

で、取る所によって多少の誤差ーがあり、又午前、午後によ

っても違うのでこれは人聞がやる限り致し方がない。しか
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し、なるべく公平にやらねばならぬので、珠の品質を均等

にする様に充分選別して出品して頂きたい。

井上太市(越賀):一般業者にも会合をもっ場合連絡してほしい。

特に各地誌でプロック会議を聞く時でも研究会の名前で招

集してもらいたい。

中村忠臣(機):昨年 1ヶ年か与さず出席しているが、た Yぼーっ

としている様?こが、聞く方からみれば、何かヒシトを得て

帰っている。

この意見は役員として非常に嬉しいもので、あった。次から次えと

新企闘を作つでも、会員に寄与せねば何にもならない。それ故、

どの様に考えておられるかを卒直に述べてもらいたし、。

三橋重卓(鵜方) :テーマが出つくしているそうだが、我々として

は同じものでよし、からやってくれ λば2回目なら2回目なり

に得る所があるからやっていた Vきたい。

加藤修幸(立神) :未亡研究段階に至っていないが何れ発表する。

笹原淳一(三ケ所) :講演を聞いていて難かしい点、図解の判らな

い点が多いが、会報に印刷されたのを見て始めて判るのが

多い。それ故、例会の前に要旨を印刷してほしい。

この意見はもっともであるが、現在の役員は組合の職員が兼任し

ていて、とても時間がない事と、最近講演者、投稿者共に全然な

い有様にて、毎月の例会のテ{マを見付け出すのに苦心をし、定

るのが大低2、3日前である。この様な状況で‘あるので、どうしても

御希望に沿い難いのである。しかし、こういった学術用語や専門

語の辞典を作る計画であるから、それ迄待って]頁きたい。

坂上告(賢島) :アンケートは判りやすいので作って発表してほし

し、。

難かしい数字を図解したり、アンケ{トをまとめる事はとても役

立つと思って従来迄やっているが、なかなか集まりがわるく集計

がむつかしい。それ故、会員の協力さえあれば実施したい。

閉会は午後3時半であった。

出席者

県立三重大学:辻井、佐藤

真珠研究所:高山、太田、町井

三重水産試験場:木村、宮村、 111 口

山勝真珠:坂 J二

日



3. 

南勢真珠:松 UI奇

富士真珠:青木、世原(三ケ所)

中甚真珠:中 村(磯)

中 又 商 f占:回 辺

御木本真珠:井二 村、

井上物産 :井 上、 村田

片 岡 中 学校:茶 木

加藤真珠:加 藤

渡辺真珠;三 橋

矢田(和具)、幸田、南、橋 )11(五ケ所)、中山、村田(鳥羽)

岩城(利)(間崎)、福田(賢島)、中村(神原)、上野(磯)

平賀(片田)、策、入江(長島)、浦口、田畑、鈴木(布施回)

浜田(中津浜)、山 )11(迫子)、浦谷(立神)

研 ヲE 会:佐藤、堀口、山本(文)、山本(ー)

全国漁協; 白井 、丸 山、 阿部 、久米村、谷

お年度第 l団幹事会

研究会終了後、午後4時より伊勢市野島に於いて開催された。研究会で発

表したが、改めて経営研、海洋調査、会報について検討された。

i毎況報告書はや L難解であるので、最初の様に折線グラフ式にする事。観測

点を再検討して、完全なものにする事。器具の破損による欠測が多いので器

具提供について考慮する事。会報の地区ニユースを事務局に送る事。専門語

や難解語の解説を出す事。研究会の際会場に投書箱を設置する事。

出張研究会の件、会費督促について地区幹事が協力する事等…幹事の意見に

よって大いに考慮される点が得られた。

4. 地区幹事について

本年 1年間各地区のお世話を願う幹事を下記の如く定めましたので会員の

皆様の御協力をお願い致します。

(浜島)

青木 駿(富士真珠)

永 井 信 也(御木本真珠)

谷水長太郎(浜島翼珠組合)

(越賀)

井上太市(井上物産)

磯和幸三(双葉莫珠)

鵜丹谷 実(鵜丹谷真珠)
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竹内清喜夫

(和呉)

浜口浩平( 和真真珠協同組合)

石原博祐

蔭間喜代次(蔭間真珠)

(間崎)

山本清哉 (LL，清真珠)

(布施田)

中村

田辺

松崎

(片田)

松本

茶木

浜 口

(船越)

山際

山崎

田 中

(波切)

橋本幸雄

橋 爪寅太郎

天白長末

(神明)
松尾潔暁(松尾真珠)

大井 田 正和

島村俊一(島村真珠)

〈立神)

加藤修幸(加藤真珠)

原条 晃(原条莫珠)

(鵜方)

中村重明(みのる真珠)

渡辺賢次郎(渡辺真珠)

(的矢)

笹 原淳一(富士真珠)

(鳥羽)

堤 十一(共栄水産)

(五ケ所)

(御座)

松次(太洋真珠)

時生(中又商自)

宗之(南勢真珠)

慶重(覚田真珠)

和夫(片日中学校)

英文(浜文真珠)

周土(松屋真珠)

久三(ぢがみや真珠)

正司(富士水産)

勺
h

R
U
 



5. 

幸 回 降

山本富生

山本敬 次

西井高定

(南海)

中村忠 臣(磯)

北村 衛(迫間)

畑 勇 三(相賀)

(阿曽)

荻 須 朝 文(みつわ事珠)

山本 四郎(山本真珠)

(紀州)

速 水 修(速水真珠)

東 良

奥村幸夫 ( み つ わ 哀 珠 )

(和歌山)

平松文一(東洋真珠)

33年度第i回海洋調査分科分間会

本年度初の打合会は、 4月22日、午後 l時より真珠会館2階に於いて開催さ

れた。

折から作業も始まり、多忙中で忘るにもか Lわらず、大部分の方々の出席を

見、分科会として成果を収めてきた海洋分科会の発展にいろいろ新らしい意

見が提出され、以下の決議を行った。

1) 冬期の海況を取りまとめて発行する。昨年の結果から発行がや L遅い

ので、直ちに役立たぬ場合が多いので、 1ヶ月をまとめて会報に載せる。

特に海況だけ入用の方は別即jりを予約願いたい。

2) 海況の報告は従来通り半月毎にまとめてなるべく早急に報告して頂き、

特に急、な変化や必要ある時は別に発表する。

3) 業者として見やすく、又利用し易い報告書でなければならないので、

従来の図表を改めて、各地区の最高、最低及び平均を折線グラフで表わ

す様にする。

4) 比重から直ちに塩素;量を出す事は誤差の多い事であり、又業者の通常

用いているのは読取比重であるから 5月1日から塩素量の算出を廃止し

て15
0C(こ直したu15の舗を用いる事にし塩素聾の構に記入する事。

5) 報告する原簿の様式を用紙がなくなり次第改める。

乃ち記入欄を大きくして書き易くし復寓式にする。(観測者の控とする〉
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6) 従来迄の呼称「海洋観測委員会」を他の分科会と同じ位置に置き海洋

調査分科会と称する。

従って他の分科会同様、委員民制度を廃し、運営委員(研究会常任幹事)

が企画運営事務を弓る。

1年間委員長として指導、運営に当られた坂本氏を顧問とし、従来通り資

料の吟味をお願いする。

7) 夏期弊死、秋期急、変にそなえて、噴気水温計を 1台購入ずる。これは

常時国研に寵置し、必要ある時は会員も利用し得る。

8) 流速計の購入も望ましいが、予算の関係上、直接使用する国研から漁

協宛資料を提出し採決する。

9) 昨年、夏の多徳に於ける吹流し予報が大いに役立った所から、本年は

各地区に拡張する事にし、必要ある地区(地区幹事又は海洋調査委員の

申出)に色別の旗を配布する。予報及び操作は各地区に委任する。

(当日申込みのあった地区は、越賀(井上物嘩)、和具(水産高校)、

浜島(水産試験場)、迫間(北村真珠)、五ケ所(青年会)、操(中村忠百)

10)海洋調査網を検討して、地点を廃止し、変改し、新設した。県外の

漁場も最近関心が高まっており、三重漁場との比較に役立つので採用し

た。(新観測網は別表の通りである)

11)従来迄、欠測が多かった理由として、器具が購入出きない事にあった

ので4月より山田の莫珠会館以外に次の所に常備した。

それ故、最も近い所から購入して頂きたい。

J水温計、比重苦十 A B C k"  +'¥ 
賢島:留立糞喋研究所 (ν リンダー 各5本)

和臭:水産高校(。

五ケ所:北村真鳴い

/，1 

/，1 

各5本)

各 5本)

12)観測器具は破損しなくても狂う場合があるので半年に 1盟国立糞珠腕

究所に書きいて検査を行う事にする。この日はなるべく暇な時に定めて通

知するから必ず受けて頂きたい。

6. 第 1回経営研究分科会設立打合会

研究会第3分科会として鋭意検討中の経営研究グループ第 1回設立打合会

は去る5月6日、午前10時伊勢市莫珠会館にて開かれた。

先ず、横瀬氏(富士真珠)より経研のこれまでの経過についての報告が行

われ、続いて研究テーマ1)金融、 2)税務、 3)労務、 4)一般経営、広報問

題等、各項目について1)安田勝己、 2)伊原良作、 3)永井信也、 4) 横瀬寛
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一氏等、夫々専門家の説明及び研究項目の提起があり、各問題について参加

者間で活滋な討論を行い、次回経営研究例会発表議題を決定し、午後2時散

会した。

O出席者

山本文栄

富 士 真 珠:横瀬寛一

御木本真珠永井信也

南勢真珠:林 志郎、田畑与佐35

大洋 莫 珠:中村松次

佐 藤 養 殖場:佐繰忠揚

みのる真珠:中村重明

速水真珠:速水修

国立真珠研究所:丹下 手

五ケ所;幸田降、山本富生

南 海:北村一衛

全国真珠;安岡勝己、伊原良作、白井祥平、

阿部 功、久米村優、丸山明郎、

谷 たい

。第2回経営研究分科会例会予定

日時、場所 6月2日午前101寺伊勢市真珠会館

研究発表議題

(1) 金融問題

。金融の型態について 全国真珠漁協常任監事 安ffi 勝己氏

(2) 税務問題

0法人税所得税の輸出所得の特別控除

全国真珠漁協 伊原良作氏

(3)労務問題

0社会保訟法について

(4) 一般経営広報問題

0真珠企業の合理化について 富士真珠 横瀬寛一氏

(記) 経営研究分科会の主旨に御賛同の方はふるって御参加下さい。 (K)

7. 5月研究発表会

今月の例会は五ケ所に於いて行う事になり、幸田幹事の御協力によって、

5月8日午後 l時から五ケ所公民館に於いて南勢町、五ケ所漁協、研究会の共

御木本真珠 永井信也氏

限
引



催で開催された。

昨年の盛会振りから、今回は公民館で行ったが、やはり会場内は満員で、

外から聞いてメモをしている人もあった位である。

先ず、山本幹事の開会の挨拶に始まり、高山所長からピース、母貝、養生、

貝掃除等の諸問題について判り易く図を用いて解説をされ、従来の研究発表

形式でなく、教室風の講議であったせいか、若い女の子迄も手帳に筆記して

いた様で、相当の知識を導入した事と思われた。伊勢の研究会をみると、出

席する人もきまり、内容もや L理論的に過ぎる嫌いがあるが、地区に出張す

ると、更に切実な欣景に接し、なるべく多く、こういった講座を設けたい気

がするのである。

1時間半に亘る話の後、諸問題について質問があり、ピースに関聯して折か

ら参観にこられた富士真珠研究部の青木氏から、異紋形真珠の成因と予防の

上からみたピースの扱い方について話をして頂いた。

其の後も山本幹事の進行で討論が行われ、午後4時過ぎ閉会した。出席者

は約200名であった。

出 席 者

国立真珠研究所:高 山

南 勢 町 役場:字 国

研究会;山本(文)、堀口、阿部、山井、谷

富 士真珠:青木、茶木

北村真珠:竹内

片 問 中 学校:茶 木

中甚 真珠:中村

北市真珠 ;北村

幸 田 降、五ケ所青年会真珠研究グループ

今回の研究会を開催するに当り、種々街fJl:愛助御協力を賜った南勢町役場、

五ケ所漁協、五ケ所青年会、幸田幹事、並びに関係者各位に厚く御礼申し上

げます。

8 32年度決算報告並びに33年度収支予算書

真珠研究会伊勢部会も発足以来早や l年、会員皆様の御協力によりこ与に

曲りなりにも決算を行う事る出来ました事を探く感謝致しますと与もに今後

の御協力、御支援の程一重に御願い致す次第であります。

尚、第 l期の決算報告及び第2期収支予算書下記の通り起載させて頂きまし

たから御了承頂きますよう御願い申上げます。
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録自産財

(昭和33年3月31日現在)

科 国 摘 要 金 額
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5月29日(木)午前10呼から賢島国立冥珠研究所にて

(議題) アゴヤガイの生殖腺に関する諸問題について(卵抜の問題)

経営研究分科会例会

6月2日(月)午前10r浮から、伊勢市巽珠会館にて

研究発表会

6月初日(金)午前10時から 伊勢市真珠会館にて

(議題) 母貝、核、資材の最近の諸問題

2. アゴヤガイ解剖図の配布について

先号にて予約を頂いた「アコヤガイ解剖図」は発行所の方に残部がありま

したので、従来のと同じものを実費配布致しますO それ敗、御希望の方は代

金と共に街!申込み下さい。

1冊 150円

編 輯 後 コいzmRH 
04月、 5月は年度始めの為、幹事会、海洋調査、基礎研究、五ケi所と…

なかなか忙しく、次から次えと企画で追いまわされて来た。

。海洋調査報告も今年からは会報につけて発行する事になったので余計

編I聞に苦しくなったが、観測者の皆様の御協力によって立派なものに

して行きたい。

そのためには、期日迄に必ずデータを送る様にお願いします。

O県外の方々のニユース、投稿を待っています。 (S)
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